
日
本
の
教
員
文
化

ー
そ
の
実
証
的
研
究
（
4
）

グ

久
　
冨
　
善
　
之

日本の教員文化

　　　　　　　　　　　　四　三　二　一

3）（2）（1）　’　’　”
（
4
）

教
員
文
化
へ
の
課
題
意
識

教
員
集
団
と
教
員
文
化
ー
千
葉
県
A
市
調
査

教
師
の
「
学
校
化
」
ー
埼
玉
県
教
師
調
査
1

教
師
の
「
競
争
」
観
－
埼
玉
県
教
師
調
査
2

学
校
の
競
争
的
性
格
と
教
師

調
査
の
狙
い
、
対
象
と
方
法

結
果
分
析
l
I
中
学
生
・
父
母
調
査
と
比
較
し
つ
つ

　
　
　
《
以
上
、
前
号
ま
で
》

結
果
分
析
2
1
多
変
量
解
析
と
自
由
記
入
の
分
析

3
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①
教
職
観
と
そ
れ
を
分
か
つ
も
の
・
類
型

②
「
競
争
」
観
・
「
偏
差
値
」
観
と
そ
れ
を
分
か
つ
も
の
・
類
型

③
教
職
観
・
「
競
争
」
観
・
「
偏
差
値
」
観
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

④
自
由
記
入
の
検
討

（
承
前
）

（
4
）

結
果
分
析
2

　
ー
多
変
量
解
析
と
自
由
記
入
の
分
析
1

4

　
①
教
職
観
と
そ
れ
を
分
か
つ
も
の
・
類
型

　
教
師
た
ち
目
身
の
「
教
職
」
観
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
の
二
つ
の
調
査
で
結
果
を
紹
介
し
た
（
図
1
6
と
図
2
1
）
。
こ
の
「
競
争
」
観

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
前
二
者
と
全
く
同
様
の
質
問
項
目
で
実
施
し
た
そ
の
結
果
が
、
図
3
3
で
あ
る
。
③
［
気
苦
労
］
が
「
そ
う
思

う
」
が
9
割
近
く
あ
り
（
「
や
や
」
ま
で
だ
と
一
〇
〇
％
）
、
中
学
校
教
師
た
ち
の
実
感
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
同
時
に
、
④
［
生
徒
に

接
す
る
喜
び
］
と
⑤
［
や
り
が
い
］
と
も
「
そ
う
思
う
」
が
7
割
（
「
や
や
」
を
含
め
て
九
七
・
八
％
）
あ
っ
て
、
彼
ら
が
今
日
の
大
変

だ
と
言
わ
れ
る
中
学
校
状
況
の
中
で
、
な
お
何
を
支
え
に
仕
事
に
向
か
っ
て
い
る
か
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
逆
に
、
②
［
経
済
的
恵
ま
れ
］

は
「
そ
う
思
う
」
が
ほ
と
ん
ど
な
い
（
「
や
や
」
ま
で
で
も
二
一
・
一
％
）
。
他
の
三
項
は
賛
否
が
割
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
⑦
［
自

律
的
］
が
中
間
で
、
①
［
社
会
的
尊
敬
］
は
や
や
否
定
に
、
⑥
［
自
己
犠
牲
］
は
肯
定
の
方
に
傾
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
公
約
数
的
な
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日本の教員文化

「
教
職
イ
メ
ー
ジ
」
を
描
く
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
「
経
済
的
に
さ
し
て
恵
ま
れ
ず
、
自
己
犠
牲
も
あ
り
、
苦
労
も
多
く
、
必
ず
し
も
社
会
的

に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
が
、
子
ど
も
と
接
す
る
喜
び
を
や
り
が
い
と
し
て
仕
事
に
向
か
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

が
現
実
の
彼
ら
の
姿
を
客
観
的
に
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
は
留
保
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
自
己
意
識
．
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
お

け
る
多
数
派
と
し
て
は
了
解
で
き
る
。

　
こ
の
多
数
派
イ
メ
ー
ジ
の
点
は
前
の
二
調
査
と
共
通
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
中
学
校
教
師
だ
け
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
た

と
え
ば
同
じ
埼
玉
県
の
小
・
中
学
校
教
師
を
対
象
と
し
た
図
2
1
と
比
べ
る
と
い
く
つ
か
の
特
徴
も
あ
る
。

　
イ
、
「
精
神
的
気
苦
労
」
に
対
す
る
肯
定
が
い
っ
そ
う
強
い
。

5
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ロ
、
「
自
己
犠
牲
」
に
つ
い
て
も
、
ず
っ
と
肯
定
の
方
へ
傾
い
て
い
る
。

　
ハ
、
逆
に
「
自
律
的
」
で
肯
定
が
弱
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
特
に
女
性
教
師
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
（
「
そ
う
思
う
」
が
一
二
％
）
。

　
二
、
教
職
経
験
年
数
別
で
は
、
ジ
グ
ザ
グ
が
多
い
が
、
年
数
増
加
と
と
も
に
統
計
的
に
「
そ
う
思
う
」
比
率
が
増
・
減
す
る
の
は
、

　
「
気
苦
労
」
が
一
貫
し
て
上
昇
、
逆
に
「
や
り
が
い
」
が
一
貫
し
て
下
降
の
二
項
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
公
約
数
的
イ
メ
ー
ジ
も
そ
の
内
部
に
立
ち
入
れ
ば
当
然
な
が
ら
一
枚
岩
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
7
変
数
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
ン
（
中
央
値
）
を
境
に
肯
定
側
と
否
定
側
と
に
2
分
し
た
7
×
2
け
1
4
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
使

っ
て
、
林
の
数
量
化
理
論
3
類
に
よ
る
解
析
を
行
っ
た
。
表
5
1
は
析
出
さ
れ
た
二
つ
の
軸
（
彼
ら
の
回
答
パ
タ
ー
ン
を
分
岐
さ
せ
る
主
要

な
軸
の
第
一
、
第
二
）
に
つ
い
て
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ウ
ェ
イ
ト
と
、
相
関
比
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
軸
と
も
、
相
関
比
が
○
・

五
二
四
と
O
・
四
三
三
と
高
く
（
第
皿
軸
以
下
は
い
ず
れ
も
○
・
四
に
満
た
な
い
）
、
回
答
パ
タ
ー
ン
を
分
け
る
の
に
十
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
ー
軸
の
マ
イ
ナ
ス
領
域
に
は
、
「
経
済
的
恵
ま
れ
」
「
や
り
が
い
」
「
生
徒
に
接
す
る
喜
び
」
「
自
律
的
に
や
れ
る
」
に
対
す
る
肯
定
が
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

中
し
、
プ
ラ
ス
領
域
に
は
、
逆
に
そ
れ
ら
の
項
目
に
対
す
る
否
定
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
は
教
員
と
い
う
職
業
を
そ
も
そ
も
肯
定
的
に

見
て
い
る
か
、
否
定
的
に
見
て
い
る
か
、
教
職
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
か
か
わ
っ
て
、
そ
れ
を
見
い
出
す
方
向
か
、
見
失
う
方
向
か
を

分
け
る
軸
と
理
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ヤ

　
H
軸
の
マ
イ
ナ
ス
領
域
で
は
、
「
気
苦
労
」
の
否
定
が
圧
倒
的
に
高
い
ウ
ェ
イ
ト
で
あ
り
、
「
自
己
犠
牲
」
の
否
定
が
つ
づ
き
、
プ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ

領
域
に
は
逆
に
そ
れ
ら
項
目
に
対
す
る
肯
定
が
あ
る
。
こ
の
軸
は
教
員
と
い
う
仕
事
の
大
変
さ
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
や
り
が

い
」
「
生
徒
に
接
す
る
喜
び
」
の
否
定
・
肯
定
も
ウ
ェ
イ
ト
は
少
し
低
い
が
同
方
向
に
重
っ
て
い
る
。
苦
労
が
多
い
（
そ
こ
に
喜
び
も
あ

る
）
と
と
ら
え
る
か
、
苦
労
は
少
く
や
り
が
い
も
少
い
と
と
ら
え
る
か
。

6
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表51教職観にっいての数量化3類解析表

1　軸 （相関比　0．524）

変 数 回　答 人数 軸へのウェイト

Q14S2 経済的恵まれ L肯定 19 一L648

Q14S5 やりがい L肯定 63 一LO37

Q14S4 生徒に接する喜び 1．肯定 65 一〇．944

Q14S7 自律的にやれる L肯定 27 一〇．923

Q　l4S6 自己犠牲 2．否定 47 一〇．707

Q　l4S1 社会的尊敬 1．肯定 62 一〇．653

Q14S3 気苦労 2．否定 10 一〇．631

Q14S3 気苦労 1．肯定 82 0，076

Q14S7 自律的にやれる 2、否定 65 0，383

Q14S2 経済的恵まれ 2．否定 73 α428

Q14S6 自己犠牲 1．肯定 45 0，738

Q14S1 社会的尊敬 2．否定 30 1350

Q　l4S5 やりがい 2．否定 29 2，252

Q　l4S4 生徒に接する喜び 2．否定 27 2，274

（＊ウェイトは小数点3位未満切り捨て）

n　軸 （相関比　0．433）

変 数 回　答 人数 軸へのウェイト

Q14S3 気苦労 2．否定 10 一5．413

Q　l4S6 自己犠牲 2．否定 47 一1．645

Q14S5 やりがい 2，否定 29 一〇．731

Q　l4S4 生徒に接する喜び 2，否定 27 一〇．700

Q14S1 社会的尊敬 2，否定 30 一〇．491

Q　l4S7 自律的にやれる L肯定 27 一〇．259

Q14S2 経済的恵まれ L肯定 19 一〇．025

Q14S2 ノノ 2．否定 73 0，006

Q14S7 自律的にやれる 2．否定 65 0，106

Q14S1 社会的尊敬 1．肯定 62 0，238

Q14S4 生徒に接する喜び L肯定 65 0，291

Q　l4S5 やりがい 1．肯定 63 0，336

Q14S3 気苦労 L肯定 82 0，660

Q　l4S6 自己犠牲 1．肯定 45 1，719

7
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図34，教員たちの教職観の構造（2軸4象現）

　　　　　　　教職の労苦

テイティ

1軸

圃 H軸　　　　国
熱心］型教職観

（　　　2 　　　　　［忍従］型教職観

己犠牲

V
⑭

　1
苦労

⑰

デンテイテイ やりがい⑪鰍㊥
自律的㊨　　　　　　　教職アイデン

喜び⑰ 縫済的慰まれ⑤

（見い出し〉一2 一1 0 2　　く見失い〉
経済的

まれ
向律的

やりがい
【 翰

●

自己犠牲
　　一

動 囚

こなし1型教職観
3

［いやけ〕型教職観

〈

少

V
一4

一5

●

気苦労
㊨

数職アイデ

回
［

教職の労苦

　
1
軸
、
教
職
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ

　
　
　
　
　
［
見
い
出
し
工
見
失
い
］

　
H
軸
、
教
職
の
労
苦

　
　
　
　
　
［
多
t
少
］

　
こ
の
二
つ
の
軸
を
直
交
さ
せ
た
平
面
に
各
変

数
の
位
置
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
の
が
図
3
4
で
あ
る

（
同
じ
項
目
に
対
す
る
肯
定
と
否
定
と
の
位
置

を
線
分
で
結
ん
で
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
原
点

を
通
る
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
）
。

図
の
第
1
象
限
は
、
教
職
へ
の
確
信
を
見
失
い

な
が
ら
も
、
教
職
の
労
苦
の
大
き
さ
に
向
っ
て

い
る
［
忍
従
］
型
教
職
観
を
示
し
て
い
る
。
第

2
象
限
は
、
教
職
の
大
変
さ
に
向
か
っ
て
そ
こ

に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
い
出
し
て
い
る

［
熱
心
］
型
、
第
3
象
限
は
教
職
を
気
楽
に
こ

な
し
て
わ
が
も
の
と
し
て
い
る
［
こ
な
し
］
型
、

そ
し
て
第
4
象
限
は
教
職
へ
の
確
信
を
見
失
っ

て
安
易
に
流
れ
る
［
い
や
け
］
型
、
と
そ
れ
ぞ

8
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図35．教員の教職観と属性変数

　　　　　1軸

1軸

園［熟心］型

〈
多

故
口
の

囮［忍従］型

労
V 苦

O　l

2①年以上

女
●

イデンティテ‘
EOd9早

諏聰アイデーティティ

一〇2 一〇1 男 o O　l 02
し）

5－9年
く見失い＞

1－4年

團 一〇1 囚

［こなし遡
教

［いやけ］型

A 職 ド

の
少 労

V
苦

敗職アイ

く見い出

れ
命
名
さ
れ
る
よ
う
な
、
教
職
観
の
四
つ
の
類
型
を
と
ら
え
る
こ
と
が

　
（
n
）

で
き
る
。

　
図
3
5
は
、
男
女
と
教
職
経
験
年
数
段
階
と
い
っ
た
属
性
変
数
の
各
々

の
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
1
軸
・
H
軸
上
の
値
の
平
均
値
を
、
二
次
平
面
上

に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
教
職
経
験
年
数
の
増
加
と
と
も
に
、

む
し
ろ
教
職
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
見
失
い
の
方
向
へ
の
平
均
値
移
動

が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
の
調
査
の
分
析
で
、
年
齢
上
昇
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

［
こ
な
し
］
型
へ
の
移
行
が
み
ら
れ
た
の
と
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
平
均
値
が
小
さ
く
、
そ
れ
に
比
べ
て
分
散
も
大

き
い
の
で
、
断
定
的
に
は
言
え
な
い
が
、
中
学
校
教
員
た
ち
の
今
日
的

な
苦
蛍
と
「
や
り
が
い
」
の
見
失
い
が
そ
こ
に
感
じ
ら
れ
る
。
ち
な
み

に
、
表
5
2
は
、
教
職
経
験
年
数
を
一
〇
年
を
境
に
2
区
分
し
て
、
4
類

型
の
構
成
比
を
み
た
も
の
だ
が
、
国
と
囚
と
い
う
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
喪
失
」
が
一
〇
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
に
多
く
、
囮
と
囹
の
「
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
見
い
出
し
」
が
一
〇
年
未
満
の
若
手
に
多
い
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
る
。

　
教
職
観
の
4
類
型
に
よ
っ
て
、
競
争
に
つ
い
て
統
計
的
に
有
意
な
差

の
見
い
出
せ
る
の
は
、
た
と
え
ば
図
3
6
・
3
7
で
あ
る
。
図
3
6
は
「
競
争

9
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表52　教職経験年数2区分別の教職観4類型

　　教職観
験　　類

年数

国［忍従］型 回［熱心］型 團［こなし］型 四［いやけ〕型
計

～9年
10人

21．7％
11人

23．9％
19人

　4L3％
6人

　13．0％
46人

100．0％

10年～
15

33．3
8　17，7 14

　3L1
8　　17．7 45

100．0

の
励
ま
し
効
果
」
へ
の
賛
否
で
あ
る
が
、
回
熱
心
型
つ
い
で
囹
こ
な
し
型
に
お
い
て
「
そ
う
思
う
」
の
賛
成
が

多
い
。
つ
ま
り
、
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
見
い
出
し
」
型
の
方
に
競
争
効
果
へ
の
肯
定
意
識
が
強
い
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
図
3
7
で
は
若
干
ず
れ
て
、
「
競
争
の
今
日
的
自
然
性
」
へ
の
賛
否
で
は
、
回
熱
心
型
に
「
そ
う
思

う
」
が
多
く
、
囹
こ
な
し
型
に
「
そ
う
思
わ
な
い
」
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
（
後
に

も
う
一
度
立
ち
返
る
が
）
、
今
日
の
世
の
中
の
競
争
の
き
び
し
さ
に
関
す
る
認
識
が
、
教
職
の
苦
労
の
「
大
・

小
」
意
識
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
有
意
差
は
見
い
出
せ
な
い
が
、
図
3
8
の
「
序
列
化
競
争
へ
の
理
念
批

判
」
に
対
し
て
回
熱
心
型
の
「
思
わ
な
い
」
が
多
く
、
デ
ー
タ
は
示
さ
な
い
が
、
「
競
争
の
敵
対
化
効
果
」
や

「
受
験
の
競
争
性
」
で
回
こ
な
し
型
に
「
思
わ
な
い
」
が
多
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
中
学
校
教
師
た
ち
に
と
っ
て
競
争
に
関
す
る
見
方
の
分
岐
と
教
職
観
と
が
相
互
に
関
連
し
て
い

る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
②
「
競
争
」
観
・
「
偏
差
値
」
観
と
そ
れ
を
分
か
つ
も
の
・
類
型

　
「
競
争
」
観
に
つ
い
て
の
8
つ
の
質
問
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
号
（
二
五
～
一
一
二
頁
、
表
4
9
・
5
0
）
で
紹

介
し
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
8
つ
の
質
問
（
競
争
観
7
項
目
に
、
学
校
内
の
教
師
比
較
の
雰
囲
気
の
有

無
を
加
え
た
）
に
つ
い
て
、
右
と
同
じ
く
メ
デ
ィ
ア
ン
で
肯
定
・
否
定
に
二
分
し
た
一
六
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
使
っ

て
、
林
の
数
量
化
理
論
3
類
に
よ
る
解
析
を
行
う
。

　
と
い
う
の
は
、
前
号
で
行
っ
て
き
た
こ
と
は
、
個
々
の
質
問
に
つ
い
て
教
師
た
ち
の
回
答
の
特
徴
を
、
同
じ

質
問
に
対
す
る
生
徒
た
ち
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
教
師
た
ち
の
回
答
に
特
有
な
性
格
が
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と

10
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図36教職観4類型別の「競争の励まし効果」への賛否

　　　〈競争は勉強の励みになる＞

団［忍従］型

囮［熱心］型

團［こなし1型

團［いやけ］型

「1．そう思う」 「2．ややそう思う」 「3．、思わなし、」

ワ
ー

6

7

1

5
1

3
2

47
4

13
5

96
7

13
7

62
5

31
3

45
1

83

00

0 20 40 60 80 100％

（Significance；0，0061）

図37　教職観4類型別の「競争の今日的自然性』への賛否

　　　〈今の世の中では人と競争していくのは当然だ〉

田［忍従］型

國［熱心〕型

團［こなし］型

團［いやけ〕型

「1．そう。曽、う」 「2．ややそう思う」 「3．，思わない」

15 4 53．8 30．8

47．4 31．6 21 1

9．4 31．3 59 4

77 53．8 38．5

0 20 40 60 80 100％

（Significance＝0．0047）
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図38　教職観4類型別の「序列化競争への理念批判』への賛否

　　　〈序列（順番）をつける競争はよくない〉

「3．思、わない」「2．ややそう思、う」「1．そう、曽、う」
」

34 6 53．8 11．5

36．8 31．6 31．6

46．9 37 5 15．6

41．7 50 0 8 3

田［忍従］型

國［熱心］型

團［こなし］型

團［いやけ］型

100％806040200

（Significance＝0，4581）

で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
教
師
回
答
者
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、

そ
れ
が
持
っ
て
い
る
個
々
の
回
答
比
率
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
つ
な
ぎ
合
せ
て

き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
ど
の
質
問
で
も
賛
否
は
必
ず
分
か
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
質
問
で
は
た
ま
た
ま
賛
成
者
が
多
い
（
あ
る
い
は

少
い
）
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
実
際
に
は
、
個
々
の
回
答
者
が
あ
る
問
に

は
賛
成
し
、
あ
る
問
に
は
反
対
し
て
い
る
、
そ
う
し
た
回
答
行
動
の
集
積
を
、

一
問
・
一
問
切
り
離
し
て
み
て
き
た
の
で
あ
る
。
個
々
の
回
答
者
に
即
し
て

み
る
と
、
そ
れ
ら
の
諸
質
問
を
貫
い
て
ど
の
よ
う
な
回
答
行
動
を
と
る
か
、

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
よ
り
多
い
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
、

パ
タ
ー
ン
の
分
化
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
8
変
数
1
6
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
パ
タ
ー
ン
の
分
化
が
あ
る
か
、
そ
の
分
化
さ
せ
て
い
る
軸
と
、
軸

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
最
も
主
要
な
パ
タ
ー
ン
と
を
算
出
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
表
5
3
は
、
統
計
的
に
算
出
さ
れ
た
1
軸
と
n
軸
と
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
ェ

イ
ト
の
う
ち
、
軸
に
強
く
効
い
て
い
る
絶
対
値
1
以
上
の
も
の
だ
け
を
上
・

下
か
ら
順
に
な
ら
べ
て
あ
る
。
こ
の
表
の
中
で
、
い
ま
1
軸
の
マ
イ
ナ
ス
の

値
の
高
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
た
と
え
ば
「
競
争
は
励
み
に
な
る
1
肯
定
」

「
世
の
中
、
競
争
は
当
然
だ
1
肯
定
」
「
競
争
は
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
ー
否

12
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表53　中学校教師の競争観（数量化3類分析表）

1　軸

・競争は勉強の励み
　　　　　　　　　［肯定］　一1．890
になる　（QgS1）

・今の世の中では人

と競争していくの　［肯定］

は当然だ（QgS5）

・競争はみんなをバ

ラバラにする　　　［否定］

（QgS3）

・序列をっける競争

はよくない　　　　［否定］

（QgS2）

（中　略）

・競争はみんなをバ

ラバラにする　　　［肯定］

（QgS3）

・序列をっける競争

はよくない　　　　［肯定］

（QgS2）

・今の世の中では人

と競争していくの　［否定］

は当然だ（QgS5）

一1．348

一1．185

一1．Ol7

Ll35

1．582

1．916

H　軸

・中学校の成績は生

徒の一生に大きく　［肯定］

影響する（QgS6）

・高校受験は他人と
　　　　　　　　　［肯定］
の競争だ（QgS4）

・競争はみんなをバ

ラバラにする　　　［肯定］

（QgS3）

（中　略）

・教職員の中にクラ

ス相互の成績を比　［否定］

較する雰囲気があ
る（Q且3）

・中学校の成績は生

徒の一生に大きく　［否定］

影響する（QgS6）

・競争はみんなをバ

ラバラにする　　　［否定］

（QgS3）

・高校受験は他人と
　　　　　　　　　［否定］
の競争だ（QgS4）

一1．888

一1．641

一1．302

1．009

1．056

1．360

L714

0．500 相関比 0．430

（＊各カテゴリーのウェイトは小数点3位未満を切り捨てている．）

13
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図39　中学校教師の競争観の構造

　　　　　　H軸

り］型

1軸

し

型

コ［まだまだ］ 型 20 囚［のんびり

〈
競

受験は競争

争 貧
ゆ

競争はバラバラに る

㊨ や
か
V 成績が 生を

10 鐙 クー ス成績比較
㊨

姫争は励み
　㊨

学力差縮少困難
　　　㊨

世の中は競争

㊨
〈競争肯定＞ 序列競争よくない く競争否定〉

一2．O 一10 1．0 20

世の中は競争 競争は励み㊨

㊨ 学力差縮少困難 序列競争よくな
㊨ ㊨

クラス成績比較
⑭

1．0

〈

受験は競争

競
争
き

競争はバラバラに
　　⑭

コ［しぽり］ 型 ⑰ び
し

回［苦悩］

い
成績が一生を V

㊨
一20

圖

圃

定
」
「
序
列
を
つ
け
る
競
争
は
よ
く
な
い
ー

否
定
」
と
、
競
争
の
励
ま
し
効
果
と
今
日
的
自

然
性
を
承
認
し
、
理
念
上
の
批
判
や
敵
対
効
果

の
存
在
を
非
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
競

争
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
カ
テ
ゴ
リ
i
群
で
あ

る
。
1
軸
の
プ
ラ
ス
領
域
を
み
る
と
「
世
の
中
、

競
争
は
当
然
だ
ー
否
定
」
「
序
列
を
つ
け
る

競
争
は
よ
く
な
い
1
肯
定
」
「
競
争
は
バ
ラ

バ
ラ
に
す
る
1
肯
定
」
と
、
競
争
の
今
日
的

目
然
性
を
非
認
し
、
理
念
上
の
批
判
や
敵
対
化

効
果
の
存
在
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
競
争
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
群

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
1
軸
は
、
「
競
争
の
肯

定
・
否
定
」
を
分
か
つ
軸
で
あ
る
。

　
同
様
な
や
り
方
で
H
軸
を
み
て
い
く
と
、
そ

の
マ
イ
ナ
ス
領
域
に
は
現
実
の
競
争
の
激
し

さ
・
き
び
し
さ
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
群
が
、
プ

ラ
ス
領
域
に
は
現
実
の
競
争
が
そ
れ
ほ
ど
き
び

14
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し
く
な
い
と
い
う
認
識
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
i
群
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
H
軸
は
競
争
の
現
実
機
能
に
つ
い
て
の
「
き
び
し
さ
・
ゆ
る
や

か
さ
」
の
認
識
分
岐
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　
教
師
た
ち
は
競
争
に
関
し
て
、
理
念
上
の
［
肯
定
・
否
定
］
と
現
実
認
識
上
の
［
き
び
し
い
・
ゆ
る
や
か
］
の
二
つ
で
主
と
し
て
意
見

が
分
れ
て
い
る
。
二
つ
の
軸
の
相
関
比
は
○
・
五
〇
と
O
・
四
三
と
高
く
（
3
軸
以
下
は
○
・
四
未
満
）
、
回
答
パ
タ
ー
ン
を
分
け
る
の

に
十
分
で
あ
る
。

　
図
3
9
は
、
こ
の
二
つ
の
軸
を
直
交
さ
せ
た
二
次
元
平
面
に
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
あ
る
。
こ
の
平
面
上
の
四
つ
の
象
限
に

便
宜
上
、

　
第
－
象
限
、
A
「
の
ん
き
」
型
、

　
　
　
　
　
　
　
（
理
念
否
定
／
認
識
ゆ
る
や
か
）

　
第
2
象
限
、
B
「
ま
だ
ま
だ
」
型

　
　
　
　
　
　
　
（
理
念
肯
定
／
認
識
ゆ
る
や
か
）

　
第
3
象
限
、
C
「
し
ぼ
り
」
型

　
　
　
　
　
　
　
（
理
念
肯
定
／
認
識
き
び
し
い
）

　
第
4
象
限
、
D
「
苦
悩
」
型

　
　
　
　
　
　
　
（
理
念
否
定
／
認
識
き
び
し
い
）

と
、
二
軸
の
交
叉
を
考
慮
し
て
命
名
し
て
あ
る
。

　
こ
う
し
た
分
岐
軸
と
類
型
と
は
、
同
時
に
調
べ
た
中
学
生
の
場
合
と
大
き
く
違
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
中
学
生
が
今
日
の
競
争
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

学
校
に
お
い
て
お
か
れ
た
状
態
を
ク
リ
ア
ー
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
別
テ
ー
マ
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

15
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図40　中学校教師の競争観構造における属性と要因の位置

H軸

1軸

〈
競

画［まだまだ］型

　　　　賦9年

02
争
ゆ
る
や
か
V

囚［のんびり］型

0』1．、

見たくない、

！早く結果が●
男 　一、、気にならない、他．一r一・σ、一一、

知りたい 、10－19年
●’’’”

　　●一〇2　　　　－01　　～4年

0・、
　　　　　』●01　　　　0．2

競争肯定〉 〈

●女
一〇．1

一〇2
團［しぽり］型 回［苦悩コ型

［〈

競

．一 3

争
き
び
し
い

● 〉

〈競争否定）く

20年～

　
図
4
0
で
、
右
の
二
軸
4
象
限
の
上
に
、

属
性
変
数
（
男
女
、
教
職
経
験
年
数

別
）
と
「
業
者
テ
ス
ト
の
結
果
、
偏
差

値
が
帰
っ
て
く
る
と
き
、
あ
な
た
は
ど

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
」
と
い
う
問
に

対
す
る
回
答
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の

平
均
的
位
置
を
書
き
込
ん
だ
。
そ
こ
で
、

教
職
経
験
年
数
の
一
〇
年
未
満
の
人
た

ち
が
、
競
争
肯
定
に
や
や
傾
い
て
い
る
。

そ
の
際
、
彼
ら
の
競
争
の
現
実
認
識
は
、

二
〇
年
以
上
の
ベ
テ
ラ
ン
教
師
た
ち
に

比
べ
て
、
必
ず
し
も
「
き
び
し
い
」
と

と
ら
え
て
い
な
い
。
一
〇
～
一
九
年
の

中
堅
教
師
で
は
、
む
し
ろ
競
争
否
定
の

側
に
傾
い
て
い
る
が
、
二
〇
年
以
上
の

ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
場
合
、
「
競
争
の
現

実
が
き
び
し
い
」
と
い
う
認
識
を
伴
っ

て
競
争
肯
定
へ
、
即
ち
C
「
し
ぼ
り
」

16
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　　　　　　表54「偏差値」観にっいての数量化3類解析表

1　軸 （相関比 0、564）

変　　　　　数 回　答 人数 ウェイト

Q4S6　生徒の偏差値・気になる 2．否定 24 一1．998

Q4S2　偏差値・役立っ 2．否定 24 一1．824

Q4S5　努力で偏差値上る 2。否定 18 一L806

Q4S8　偏差値・ないほうがよい 1．肯定 24 一1．469

Q4S3　偏差値・科学的 2．否定 50 一〇．936

Q4S7　他のクラスの生徒・気になる 2．否定 52 一〇，899

Q4S4　偏差値・よくない 1．肯定 58 一〇．697

Q4S　l　偏差値・学力を表わす 2．否定 66 一〇．606

Q4S5　努力で偏差値上る L肯定 74 0，439

Q4S8　偏差値・ないほうがよい 2．否定 68 0，518

Q4S2　偏差値・役立っ L肯定 68 0，643

Q4S6　生徒の偏差値・気になる 1．肯定 68 0，705

Q4S3　偏差値・科学的 L肯定 42 1ユ14

Q4S7　他のクラスの生徒・気になる 1。肯定 40 1，168

Q4S4　偏差値・よくない 2．否定 34 L190

Q4S1　偏差値・学力を表わす L肯定 26 1，540

H　軸 （相関比 0．383）

変　　　　　　数 回　答 人数 ウェイト

Q4S　l　偏差値・学力を表わす 1．肯定 26 一1．617

Q4S6　生徒の偏差値・気になる 2．否定 24 一1．501

Q4S7　他のクラスの生徒・気になる 2。否定 52 一1．343

Q4S3　偏差値・科学的 1．肯定 42 一LO69

Q4S8　偏差値・ないほうがよい 1．肯定 24 一〇．870

Q4S2　偏差値・役立っ 1．肯定 68 一〇．700

Q4S4　偏差値・よくない 1．肯定 58 一〇．660

Q4S5　努力で偏差値上る L肯定 74 一〇。335

Q4S8　偏差値・ないほうがよい 2．否定 68 0，306

Q4S6　生徒の偏差値・気になる 1，肯定 68 0，530

Q4S　l　偏差値・学力を表わす 2。否定 66 0，637

Q4S3　偏差値・科学的 2．否定 50 0，898

Q4S4　偏差値・よくない 2，否定 34 1，126

Q4S5　努力で偏差値上る 2．否定 18 1，377

Q4S7　他のクラスの生徒・気になる L肯定 40 1，747

Q4S2　偏差値・役立っ 2．否定 24 1，985
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図41教師たちの「偏蓮値」観の構造

　　　　　　　畦軸

1
軸
o

役立つ 20
㊨　　　　　回

「効用否定」型 団「実感的肯定」型
他クラス生徒の偏差植
気になる ㊨

努力で上る 志望を決めるのは
くない 趨

10

科学的
愈

学力表わす 生徒の偏差伍
㊥ 気になる ⑫

ないほうがよい
⑳

偏差債評価 偏差値評価

20 一1．0 10 2．

「否定」

努力で上る
「肯定」

⑭

役立つ
㊨

志望を めるのは
よく劣い ⑭

ないほうがよい
一l　D

科学的
⑭

他クラス生徒の偏差債

生徒の偏差値
気になる 貧

気になる　貧
学力表わす

⑰

困 「実感的否定」型 目「効用肯定J型

一20

型
の
回
答
パ
タ
ー
ン
ヘ
と
移
行
し
て
い
る
と

読
み
と
れ
る
。

　
競
争
観
と
は
若
干
ち
が
っ
た
レ
ベ
ル
で

「
偏
差
値
」
観
に
つ
い
て
8
項
目
た
ず
ね
て

い
る
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹

介
・
分
析
し
た
（
前
号
の
表
4
5
）
。
こ
こ
で

は
、
こ
の
8
項
目
に
つ
い
て
、
「
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
回
答
を
、
メ
デ
ィ
ア
ン
を
考
慮

し
て
「
は
い
」
か
「
い
い
え
」
の
ど
ち
ら
か

に
合
体
し
た
8
×
2
”
1
6
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
林
の
数
量
化
理

論
3
類
に
よ
る
解
析
を
行
っ
て
み
た
。
表
5
4

は
、
そ
の
結
果
解
析
表
で
あ
る
が
、
相
関
比

は
1
軸
○
・
五
六
四
と
高
く
、
H
軸
O
・
三

八
三
と
や
や
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
1
軸
は
、
マ
イ
ナ
ス
領
域
に
い
ろ
ん
な
立

場
か
ら
偏
差
値
を
否
定
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

集
中
し
、
逆
に
プ
ラ
ス
領
域
に
そ
れ
を
肯
定
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　　　　図42　「偏差値』観4類型別の「偏差値が帰ってくるとき」回答分布

　「偏差値」観　　　　1．早く結果が知りたい　2．見たくない　3．あまり気にならない　4，その他

　　　　　　　　　　　　　　＼　　、、、一一一＿ミト＼

区］「実感的肯定」型

回「効用否定」型

困「実感的否定」型

目「効用肯定」型　　　　　　　　　　　　　　　o．o

＼ ～0．0㍉
、

800 160
4
．
0

313 125 18．8 37．5

545 00 409 45

72．0 60 280

　　　　　　　　　　0　　　　20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　100％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Significance＝0，0001〕

図43　「偏差値」観4類型別の「進路指導に偏差値を利用することについて』の回答分布

　　「偏差値」観　　1．積極的　2．やむをえない　3．できれば利用したくない　4．利用すべきでない

区］「実感的肯定」型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4D　O，0

回「効用否定」型　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，o

巨］「実感的否定」型

目「効用肯定J型　　　　　　　　　　　　　　　0．0

↓

＼ N
40 920 4D

0．0 76．5 23．5

0．0 87．0 87 43

7．7 84．6 7．7

　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　100％

＊このクロス集計では、n（総数）が小さくて、有意差が見い出せないが、「偏差値』観を（イ＋二、ロ＋ハ）／

Q8の回答を（L　2，3＋4）と合算するとゆるやかな有意差　Significance＝0，0746が得られる。
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図44教育観4類型別の「競争』観の分布

回
［苦悩］型

囮

［しぽり］型

圖

［まだまだ］型

　く「競争J観〉　囚

〈教職観＞　　　　　Eのんびり」型

19 2 26 9 30．8 23．1

15 8 4？．4 21．1 15．9

36、，詠
27 3 15．2 212

28．6 21．4 14 3 35．7

田［忍従］型

図［熱心］型

團［こなし］型

團［いやけ］型

100％806040200

＊このクロス集計のままでは、n（総数）が小さいため、有意差が見い出せないが、「競争』観を、理念上の肯

定〔B＋C）、否定（A＋D）に二分して集計するとゆるやかな有意差　Significanceニ00968が得られる。

す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
集
中
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
「
競

争
観
」
（
表
5
3
・
図
3
9
）
の
1
軸
の
よ
う
な
理
念
上
の
「
肯

定
・
否
定
」
で
は
な
い
。
も
っ
と
中
学
校
の
現
実
、
教
師
た
ち

の
行
動
の
実
際
に
接
近
し
て
い
る
。
H
軸
は
ほ
と
ん
ど
解
釈
す

る
こ
と
の
難
し
い
分
化
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
図
4
1
で
こ
の
1
軸
・
H
軸
を
X
Y
の
二
次
元
平
面

に
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
上
に
一
六
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
プ
ロ
ッ
ト
し

て
み
る
と
は
っ
き
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
軸

に
よ
っ
て
、
8
変
数
が
4
つ
ず
つ
の
二
組
に
分
け
ら
れ
、
そ
の

肯
定
・
否
定
が
二
組
互
い
に
直
交
す
る
よ
う
な
［
右
上
－
左

下
］
と
［
左
上
　
　
右
下
］
に
な
る
点
で
あ
る
。
前
者
は
、
よ

り
実
感
レ
ベ
ル
に
即
し
た
「
気
に
な
る
」
「
よ
く
な
い
」
「
な
い

ほ
う
が
」
の
群
で
、
後
者
は
「
科
学
的
」
「
学
力
を
表
す
」
「
役

立
つ
」
「
努
力
で
」
と
い
っ
た
数
子
・
指
標
と
し
て
の
効
用
レ

ベ
ル
の
群
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
図
4
1
で
は
、
n
軸
の
解
釈
を
留
保
し
た
ま
ま
第
1
象

限
を
団
「
実
感
的
肯
定
」
型
、
第
2
象
限
を
回
「
効
用
否
定
」

型
、
第
3
象
限
を
困
「
実
感
的
否
定
」
型
、
第
4
象
限
を
團
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「
効
用
肯
定
」
型
と
名
づ
け
て
あ
る
。

　
偏
差
値
に
関
し
て
、
教
師
た
ち
の
回
答
パ
タ
ー
ン
分
岐
が
、
理
念
上
の
肯
定
・
否
定
で
は
生
じ
ず
、
も
っ
と
実
感
レ
ベ
ル
や
具
体
的
効

用
レ
ベ
ル
で
生
じ
て
い
る
点
を
重
視
し
た
い
。
こ
れ
は
、
中
学
教
師
た
ち
の
「
競
争
」
観
の
理
念
的
分
岐
に
対
し
て
、
中
学
生
た
ち
の

「
競
争
」
観
の
分
岐
に
理
念
的
な
軸
が
出
て
来
ず
、
も
っ
と
実
際
レ
ベ
ル
（
「
の
る
　
　
お
り
る
」
）
と
実
感
レ
ベ
ル
（
競
争
の
否
定
的
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

響
の
「
強
－
弱
」
）
と
で
分
岐
し
て
い
た
の
と
符
合
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
「
競
争
」
観
の
生
徒
と
の
比
較
で
、
「
教
師
た
ち
に
は
、
生

徒
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
の
き
び
し
さ
に
つ
い
て
過
小
評
価
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
き
た
が
、
そ
の
競
争
の
道
具
と
し
て
の
「
偏
差
値
」

に
お
い
て
、
教
師
た
ち
も
理
念
レ
ベ
ル
か
ら
降
り
て
、
実
際
・
実
感
レ
ベ
ル
で
こ
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
偏
差
値
」
観
4
類
型
が
架
空
の
も
の
で
な
く
、
ま
さ
に
実
際
・
実
感
レ
ベ
ル
の
教
員
た
ち
の
こ
と
が
ら
の
と
ら
え
方
を
反
映
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
図
4
2
・
図
4
3
で
「
業
者
テ
ス
ト
の
結
果
、
偏
差
値
が
帰
っ
て
く
る
と
き
」
「
進
路
指
導
に
偏
差
値
を

利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
」
に
関
す
る
「
偏
差
値
」
観
別
の
回
答
の
統
計
的
な
有
意
差
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

日本の教員文化

　
③
教
職
観
・
「
競
争
」
観
・
「
偏
差
値
」
観
の
相
互
関
係
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
、
も
っ
ぱ
ら
林
の
数
量
化
理
論
3
類
に
た
よ
っ
て
、
教
師
た
ち
の
こ
と
が
ら
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
、
三
つ
の
領
域
で
の
分

岐
と
類
型
と
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
若
干
み
て
お
こ
う
。

　
図
4
4
は
、
教
職
観
4
類
型
ご
と
に
、
「
競
争
」
観
の
分
布
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
有
意
な
差
が
あ
っ
て
、
教
職
観
各
類
型
毎
に

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
と
り
わ
け
関
係
の
深
い
（
分
布
で
最
も
比
率
高
い
）
「
競
争
」
観
の
型
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
示
せ
ば
、

〈
教
職
観
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
「
競
争
」
観
〉

　
国
〔
忍
従
〕
型
　
－
　
　
回
〔
し
ぼ
り
〕
型
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図45教育観4類型別の「偏差値』観の分布

巨］　　　　　團
「実感的否定』型　　「効用肯定』型

回

「効用否定」型
訳監感的肯定」型

26．9 23 1 26．9 23．1

42 1
5
．
3 15 8 36．8

21 2 24．2 30．3 24．2

28．6 14．3 21．4 35．7

匠】［忍従］型

回［熱心］型

回［こなし］型

團［いやけ］型

100％806040200

＊前図同様、「偏差値」観を肯定（イ＋二）と否定（ロ＋ハ）と二分すると、ゆるやかな有意差　Significance・

0．0968が得られる。

団團回
　　 　　 　
いこ熱
やな心
けし〕
〕〕
型型III

團
〔
ま
だ
ま
だ
〕
型

囚
〔
の
ん
び
り
〕
型

回
〔
苦
悩
〕
型

と
な
る
。
こ
の
組
み
合
せ
は
、
囚
・
回
と
い
う
競
争
認
識
の
ゆ

る
や
か
な
型
が
、
團
・
囹
と
い
う
教
師
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
確
立
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
図
3
6
～

38

検
討
の
際
と
同
様
の
、
中
学
校
に
お
け
る
「
競
争
」
問
題

認
識
の
こ
と
が
ら
の
錯
そ
う
を
感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
現
在
の
中

学
校
の
中
で
「
熱
心
」
に
な
れ
る
こ
と
が
、
一
般
的
に
は
「
ま

だ
ま
だ
」
型
（
つ
ま
り
競
争
の
理
念
的
肯
定
と
競
争
現
実
の

「
ゆ
る
や
か
」
評
価
）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
関
連
に
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
逆
に
「
い
や
け
」
が
一
般
的
に
「
苦
悩
」

型
（
競
争
の
理
念
的
否
定
と
競
争
現
実
の
「
き
び
し
い
」
評

価
）
に
関
連
し
て
い
る
点
に
も
、
中
学
校
教
師
た
ち
の
追
い
込

ま
れ
た
状
況
、
つ
ま
り
「
身
を
よ
じ
ら
せ
て
」
教
員
世
界
を
支

え
よ
う
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
形
で
は
支
え
切
れ
な
い
状
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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　　　　　　　図46　「競争」観4類型別の「偏差値』観の分布

目

「効用肯定」型

漁監感的肯定、型鳳用否定、型鳳態反発、型

16．7 20．8 41．7 20．8

35 7 7 1 17．9 39 3

36 8 10 5 15 9 36．8

23．8 38 9 23．8 14．3

囚［のんびり］型

圖［まだまだ］型

團［しぽり］型

画［苦悩］型

80　　　　　100％

Signiflcance＝00505）

6040200

　
図
4
5
は
、
教
職
観
4
類
型
ご
と
の
「
偏
差
値
」
観
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。

前
図
の
よ
う
な
型
ど
う
し
の
一
対
一
関
係
の
深
い
対
応
は
な
い
。
回
「
熱
心
」

型
は
、
回
「
効
用
否
定
」
と
困
「
実
感
的
否
定
」
が
少
な
く
、
団
「
実
感
的

肯
定
」
と
團
「
効
用
肯
定
」
と
い
う
偏
差
値
肯
定
が
特
に
多
い
と
い
う
点
で

目
立
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
囚
「
い
や
け
」
型
が
そ
の
逆
で
は
な

く
（
他
の
二
類
型
〈
団
「
忍
従
」
と
囹
「
こ
な
し
」
〉
が
、
「
偏
差
値
」
観
4

類
型
に
ほ
ぼ
等
分
に
分
布
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
）
、
む
し
ろ
囹
「
熱
心
」
型

に
近
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
熱
心
↑
↓
い
や
け
」
の
両
極
的
対
比
は
、

「
競
争
」
観
の
レ
ベ
ル
に
は
反
映
し
て
い
る
が
、
実
際
レ
ベ
ル
の
「
偏
差
値
」

観
で
は
そ
れ
と
違
っ
て
、
両
極
と
も
偏
差
値
肯
定
に
傾
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
図
4
6
は
、
「
競
争
」
観
ご
と
の
「
偏
差
値
」
観
分
布
を
み
て
い
る
。
圖
・
回

の
競
争
の
理
念
的
肯
定
派
が
、
団
・
回
の
偏
差
値
肯
定
へ
と
強
く
傾
い
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
両
方
の
第
－
軸
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
わ
け

で
、
表
5
5
は
こ
の
関
係
を
と
り
出
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
強
い
相
関
関
係
の
中
に
も
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な
教
職
観
と

の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
関
係
が
伏
在
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

、
な
い
。
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表55「競争」観1軸と「偏差値」1軸との関係

　　「偏差値」観

競争」観
偏　差　値　の

実感的・効用的）肯定

1　　軸

偏　差　値　の
（実感的・効用的）否定

計

1競争の理念的肯定 35人
　74．5％

12

　25．5

47
1000

軸競争の理念的否定 17

　378
28

　62．2

45
100．0

（Signincance＝0，0004）

　
④
目
由
記
入
の
検
討

　
前
号
の
末
尾
資
料
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
き
わ
め
て
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

「
最
後
に
、
競
争
や
偏
差
値
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
要
望
で
も
ご
不
満
で
も
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
」
と
し
て
、
自
由
記
入
欄
を
設
け
た
。
回
答
者
九
二
名
中
四
六
名
が
内
容
の
あ
る

（
た
だ
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と
い
っ
た
記
入
で
な
い
）
回
答
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
内
容
も
、

過
去
に
は
「
君
た
ち
は
学
校
の
現
場
が
何
も
わ
か
っ
て
な
い
の
に
、
こ
ん
な
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
駄

だ
」
と
い
っ
た
記
入
を
た
び
た
び
体
験
し
て
き
た
が
、
今
回
は
そ
う
し
た
性
格
の
攻
撃
的
な
記
入
は

な
か
っ
た
。
5
割
と
い
う
記
入
率
も
、
こ
う
し
た
質
問
紙
末
尾
の
フ
リ
ー
な
記
入
と
し
て
は
、
筆
者

の
過
去
の
体
験
の
中
で
は
最
も
高
い
。
ま
た
、
そ
の
多
く
が
、
記
入
欄
を
は
み
出
す
ほ
ど
の
た
ん
ね

ん
さ
で
書
き
込
ん
で
く
れ
た
こ
と
の
意
味
を
、
感
謝
と
と
も
に
考
え
る
。

　
以
下
で
は
、
こ
の
自
由
記
入
を
分
類
し
て
検
討
す
る
が
、
全
体
と
し
て
「
偏
差
値
」
に
言
及
し
た

も
の
が
多
い
の
で
、
ま
ず
「
偏
差
値
」
観
4
類
型
合
団
～
團
）
に
統
計
操
作
的
に
分
類
さ
れ
た
人
を

グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
（
そ
の
内
部
で
は
「
競
争
」
観
4
類
型
（
囚
～
回
の
順
に
、
さ
ら
に
そ
の
内
部

で
は
サ
ン
プ
ル
番
号
順
に
）
、
各
グ
ル
ー
プ
の
ま
と
ま
り
の
所
で
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
た
い
。

な
お
、
サ
ン
プ
ル
番
号
の
後
に
、
性
別
、
教
職
経
験
年
数
、
「
偏
差
値
」
観
類
型
、
「
競
争
」
観
類
型
、

教
職
観
類
型
の
順
番
で
五
点
の
情
報
を
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
数
量
化
3
類
で
や
や
抽
象
的
に
分
析
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
点
を
こ

こ
で
は
、
自
由
記
入
と
い
う
性
格
の
異
な
る
材
料
で
改
め
て
考
え
て
行
き
た
い
と
思
う
。
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（
ナ
ン
バ
ー
　
性
別
　
教
職
勤
務
年
数
　
「
偏
差
値
」
観
・
「
競
争
」
観
　
（
教
職
観
）
）

1
、
困
［
実
感
的
肯
定
］
型
の
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
（
回
答
者
2
6
名
中
、
記
入
者
1
4
名
）

o
o
5
　
男
　
一
〇
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
　
（
［
熱
心
］
型
）

　
競
争
が
内
な
る
自
分
と
の
戦
い
へ
と
発
展
し
、
自
己
を
き
た
え
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
指
導
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

体
育
祭
な
ど
で
他
の
ク
ラ
ス
と
良
い
意
味
で
競
争
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
の
団
結
を
強
め
る
な
ら
ば
、
競
争
に
も
意
味
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
偏
差
値
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
受
験
制
度
の
中
で
は
、
偏
差
値
が
神
の
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
て
残
念
で

す
。
し
か
し
、
教
育
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
は
利
用
価
値
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

日本の教員文化

0
7
5
男
二
年
［
実
感
的
肯
定
∵
［
の
ん
び
り
］
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
高
校
の
設
置
科
の
多
様
化
（
総
合
技
術
・
伊
那
総
合
・
音
楽
科
・
美
術
科
な
ど
）
が
現
在
の
傾
向
で
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
の
に
中

学
校
の
指
導
過
程
、
そ
の
理
念
を
改
め
て
行
か
ね
ば
、
本
当
の
意
味
で
中
学
3
年
1
5
歳
の
年
齢
と
現
在
の
教
育
過
程
の
中
で
（
あ
る
意

味
で
は
目
己
の
人
生
を
）
決
定
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
　
お
そ
ら
く
は
遅
れ
気
味
に
そ
し
て
不
充
分
に
高
校
の
多
様
化
に
合
わ
せ
て
中

学
校
の
教
師
は
進
学
指
導
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
…
…
し
た
が
っ
て
高
校
の
多
様
化
の
本
来
の
目
的
と
は
離
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
へ

生
徒
が
入
学
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
行
く
で
し
ょ
う
。
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そ
れ
よ
り
小
・
中
・
高
（
あ
る
い
は
専
門
学
校
）

あ
り
方
を
さ
ぐ
る
こ
と
の
ほ
う
が
急
務
で
し
ょ
う
。

の
一
貫
し
た
真
の
学
力
と
本
人
に
合
っ
た
進
路
を
見
つ
け
る
た
め
の
教
育
過
程
の

（
と
思
っ
て
い
ま
す
）

0
3
9
男
　
一
年
［
実
感
的
肯
定
］
A
ま
だ
ま
だ
］
（
［
熱
心
］
型
）

　
「
偏
差
値
を
な
く
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
私
自
身
つ
い
半
年
程
前
ま
で
皆
様
と
同
じ
学
生
で
あ
っ
た
た
め
こ
の

意
見
に
賛
成
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
現
場
に
立
っ
て
み
る
と
「
偏
差
値
」
な
く
し
て
進
路
指
導
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
し
て
、
私
立
高
校
な
ど
は
偏
差
値
を
ぜ
っ
た
い
て
き
に
信
頼
し
、
こ
れ
を
た
よ
り
に
生
徒
を
合
格
さ
せ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
の
た
め

我
々
と
し
て
は
偏
差
値
を
出
し
て
く
れ
る
業
者
テ
ス
ト
に
た
よ
る
。
さ
ら
に
、
親
、
生
徒
は
「
偏
差
値
」
に
敏
感
で
あ
り
、
知
り
た
が

る
。
そ
う
い
う
現
状
だ
か
ら
我
々
は
業
者
テ
ス
ト
を
か
り
ざ
る
を
え
な
い
。
も
し
、
偏
差
値
な
ん
て
必
要
な
い
と
思
い
、
今
の
中
学
校

の
現
場
に
立
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
、
教
師
と
し
て
の
仕
事
は
で
き
な
い
し
、
周
り
か
ら
か
な
り
の
反
発
（
生
徒
・
親
か
ら
は
特

に
）
を
か
う
と
思
う
。
だ
れ
し
も
目
分
の
生
徒
は
か
わ
い
い
、
そ
し
て
そ
の
涙
は
見
た
く
な
い
。
笑
顔
を
見
た
い
と
思
う
の
は
当
然
だ

と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
偏
差
値
は
決
し
て
い
い
も
の
だ
と
は
思
わ
な
い
が
、
進
路
指
導
に
は
も
は
や
か
か
せ
な
い
も
の
だ
と
思
う
。

く
り
返
す
が
、
生
徒
の
涙
は
見
た
く
な
い
か
ら
。
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0
4
3
　
男
・
一
五
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
A
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
熱
心
］
型
）

現
在
の
受
験
状
況
の
中
で
は
、
偏
差
値
は
、
必
要
悪
で
あ
る
。
中
学
校
で
も
、
1
・
2
年
と
3
年
に
あ
っ
た
進
路
指
導
を
進
め
て
く

る
が
、
3
年
の
1
0
・
n
月
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
、
進
学
指
導
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
親
の
教
育
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
い
る
（
大
卒
）
の
で
、
又
塾
の
過
熱
で
と
て
も
現
場
は
や
り
づ
ら
い
。
も
っ
と
の
ん
び
り
子
ど
も
と
と
も
に
教
育
を
進
め
た
い
。



0
4
4
女
九
年
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
ま
だ
ま
だ
］
（
［
忍
従
］
型
）

　
私
立
校
な
ど
は
、
偏
差
値
は
こ
れ
だ
と
言
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
た
め
偏
差
値
を
気
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

競
争
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
競
争
意
識
が
な
い
と
学
力
は
向
上
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

0
5
8
　
男
　
八
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
競
争
や
偏
差
値
に
つ
い
て
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
も
、
使
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状
に
腹
立
た
し
く
思
う
。

0
6
6
　
女
　
七
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
∴
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
「
勉
強
口
競
争
」
と
考
え
る
の
は
お
か
し
い
で
し
ょ
う
。
（
大
学
生
の
あ
な
た
た
ち
も
人
と
の
競
争
で
勉
強
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
）
中
学
校
で
も
、
「
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
」
と
言
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ま
す
。
生
徒
の
中
に
は
、
よ
い
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
も
の
た
ち
も
い
ま
す
。
偏
差
値
が
上
が
っ
た
ら
喜
び
ま
す
。
で
も
、
我
々
教
師
も
、
そ
の
生
徒
も
、
偏
差
値

が
上
が
っ
た
口
人
を
ぬ
か
し
た
と
い
う
意
識
は
も
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
子
が
頑
張
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
は
な
い
で
す
か
。

日本の教員文化

0
1
5
　
男
　
八
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
し
ぼ
り
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

　
成
績
も
偏
差
値
も
結
果
と
し
て
現
れ
る
も
の
。
大
切
な
の
は
、
そ
の
過
程
で
、
ど
の
よ
う
な
、
指
導
を
し
て
生
徒
自
身
・
そ
し
て
保

護
者
が
、
そ
の
数
値
を
ど
う
と
ら
え
る
か
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
自
己
の
能
力
を
数
値
に
置
き
か
え
た
時
、
素
直
に
そ
れ
ま
で
の
自

分
を
振
り
返
ら
れ
る
か
、
ま
た
教
師
が
、
そ
の
場
で
ど
の
よ
う
に
指
導
す
る
か
で
、
成
績
も
、
偏
差
値
も
、
意
味
の
な
い
も
の
と
な
っ
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て
し
ま
う
と
思
う
。
成
績
・
偏
差
値
等
の
数
値
は
、
能
力
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
計
る
も
の
、

の
は
当
然
。
努
力
の
結
果
で
あ
り
、
可
能
性
の
目
安
と
し
た
い
。

誤
っ
て
指
導
す
れ
ば
、
弊
害
が
生
ま
れ
る

0
4
2
　
男
　
四
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
∴
し
ぼ
り
］
　
（
n
熱
心
］
型
）

　
私
は
現
在
三
年
生
の
担
任
と
し
て
毎
日
三
者
面
談
を
や
っ
て
る
と
こ
ろ
で
す
。
偏
差
値
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
る
の
は
よ
く
な
い
と
思

い
つ
つ
、
偏
差
値
が
高
校
選
択
の
第
一
条
件
で
あ
る
こ
と
は
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
偏
差
値
が
先
行

し
て
い
き
ま
す
。
私
立
校
の
推
薦
に
は
偏
差
値
ぬ
き
で
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　
進
路
指
導
の
中
の
偏
差
値
の
使
わ
れ
方
や
、
中
学
校
の
実
態
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く
お
話
し
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
ス
ペ

ー
ス
で
は
言
い
き
れ
ま
せ
ん
。
電
話
で
も
、
直
接
学
校
に
き
て
く
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

0
4
6
男
六
年
［
実
感
的
肯
定
］
∴
し
ぼ
り
］
（
［
い
や
け
］
型
）

上
位
の
生
徒
は
一
般
に
は
げ
み
に
す
る
部
分
が
多
少
あ
る
よ
う
だ
が
、

の
も
多
い
よ
う
だ
。

中
・
下
位
の
生
徒
は
自
己
嫌
悪
的
な
受
け
と
め
方
を
す
る
も

0
8
4
　
男
　
三
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
し
ぼ
り
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
競
争
が
あ
っ
て
当
然
だ
が
、
偏
差
値
重
視
の
傾
向
を
人
格
重
視
に
し
て
、

だ
。

将
来
（
2
1
世
紀
）
を
背
お
う
人
間
を
つ
く
り
上
げ
る
べ
き
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0
8
8
　
女
　
二
〇
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
し
ぼ
り
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

　
子
供
の
人
格
や
よ
い
点
を
見
な
が
ら
普
段
教
育
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
競
争
や
偏
差
値
に
こ
だ
わ
っ
た
教
育
を
最
近
し
て
い
な
い
。

10

く
ら
い
前
ま
で
は
競
争
心
を
あ
お
っ
て
学
力
を
の
ば
そ
う
と
ぐ
ん
ぐ
ん
や
っ
て
も
子
ど
も
は
つ
い
て
き
た
が
今
は
そ
う
い
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
子
供
達
が
ず
い
分
と
変
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

0
5
1
　
女
　
一
五
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
苦
悩
］
　
（
［
熱
心
］
型
）

　
今
日
の
現
状
で
は
偏
差
値
を
や
め
て
も
、
そ
れ
に
変
わ
る
な
ん
ら
か
の
成
績
物
が
出
て
く
る
。

校
側
は
こ
れ
で
は
取
っ
て
く
れ
な
い
、
教
師
と
し
て
も
大
変
苦
し
い
時
代
で
す
。

心
や
さ
し
い
子
供
を
育
て
て
も
、
高

日本の教員文化

0
8
3
　
男
　
一
〇
年
　
［
実
感
的
肯
定
］
・
［
苦
悩
］
　
（
［
い
や
け
］
型
）

　
私
は
思
う
の
だ
が
、
「
現
在
の
中
学
生
た
ち
に
と
っ
て
重
圧
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
受
験
だ
」
と
い
う
設
定
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
彼
ら
は
た
し
か
に
疲
れ
て
い
る
。
俗
に
い
う
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
と
い
う
感
じ
で
、
燃
え
つ
き
、
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
断
じ
て
、
受
験
の
せ
い
で
は
な
い
。
そ
れ
は
9
年
間
、
机
に
す
わ
ら
さ
れ
、
4
0
人
（
あ
る
い
は

あ
る
い
は
そ
れ
以
下
で
あ
っ
て
も
数
十
人
）
と
い
う
単
位
で
い
っ
せ
い
に
授
業
を
う
け
さ
せ
ら
れ
て
き
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ

る
。
つ
ま
り
現
在
の
教
育
（
授
業
）
そ
の
も
の
が
原
因
で
あ
る
。
人
間
に
は
生
き
が
い
が
必
要
で
あ
る
の
に
、
今
の
授
業
は
本
質
的
に

そ
れ
を
生
徒
た
ち
に
与
え
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
受
験
は
逆
に
、
彼
ら
に
「
勉
強
す
る
目
的
」
を
た
と
え
い
つ

わ
り
で
あ
る
に
せ
よ
与
え
て
い
る
。
た
し
か
に
受
験
戦
争
の
重
圧
の
中
で
ク
ラ
ス
で
数
名
（
学
年
で
1
0
名
く
ら
い
）
の
生
徒
は
つ
ぶ
れ

て
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
受
験
が
な
け
れ
ば
、
ク
ラ
ス
で
半
分
以
上
の
生
徒
は
つ
ぶ
れ
中
学
校
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
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そ
の
証
拠
に
2
年
生
の
後
半
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
無
気
力
に
な
り
授
業
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
。

験
と
い
う
目
的
（
？
）
が
よ
う
や
く
つ
な
ぎ
と
め
て
い
る
。

◇

◇

そ
れ
を
3
年
生
に
な
っ
て
受

　
以
上
、
統
計
的
に
は
一
応
「
実
感
的
肯
定
」
型
に
分
類
さ
れ
る
一
四
名
の
記
入
を
み
て
、
い
く
つ
か
の
特
徴
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
㈲
、
全
体
と
し
て
、
競
争
と
偏
差
値
を
め
ぐ
る
中
学
校
教
育
現
場
の
複
雑
に
し
て
苦
し
い
状
況
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
や
り
づ
ら
い
」

（
0
4
3
）
、
「
腹
立
た
し
く
思
う
」
（
0
5
8
）
、
「
教
師
と
し
て
も
大
変
苦
し
い
時
代
」
（
0
5
1
）
、
「
し
か
し
受
験
が
な
け
れ
ば
」
（
0
8

3
）
、
と
い
っ
た
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
＠
、
そ
の
中
で
彼
ら
は
、
偏
差
値
と
い
う
も
の
を
存
在
と
し
て
認
め
る
方
向
を
表
明
す
る
者
が
多
い
。
そ
れ
は
「
必
要
悪
」
（
0
4
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ち

と
か
、
「
生
徒
の
涙
は
見
た
く
な
い
か
ら
」
（
0
3
9
）
と
い
っ
た
弁
明
的
言
い
方
か
ら
、
「
自
己
を
き
た
え
る
き
っ
か
け
…
…
教
育
の
ひ

と
つ
の
手
段
と
し
て
は
利
用
価
値
は
あ
る
」
（
0
0
5
）
、
「
あ
る
程
度
競
争
意
識
が
な
い
と
学
力
は
向
上
し
な
い
」
（
0
4
4
）
、
「
受
験
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
む
　
　
　
ヤ

な
け
れ
ば
、
ク
ラ
ス
で
半
分
以
上
の
生
徒
は
つ
ぶ
れ
中
学
校
は
崩
壊
」
（
0
8
3
）
と
い
っ
た
よ
う
に
競
争
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
立
場

も
あ
り
、
ま
た
「
そ
の
子
が
頑
張
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
」
（
0
6
6
）
、
「
大
切
な
の
は
、
そ
の
過
程
…
…
偏
差
等
の
数
値
は
…
…
努
力

の
結
果
で
あ
り
、
可
能
性
の
目
安
」
（
0
1
5
）
、
「
競
争
が
あ
っ
て
当
然
だ
が
、
偏
差
値
重
視
の
傾
向
を
人
格
重
視
に
し
て
」
（
0
8
4
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
ね
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
し
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

「
子
供
の
人
格
や
よ
い
点
を
見
な
が
ら
普
段
教
育
を
し
て
い
る
の
で
」
（
0
8
8
）
と
い
っ
た
形
で
よ
り
上
位
の
教
育
理
念
を
提
示
す
る
こ

と
で
、
な
ど
な
ど
そ
の
合
理
化
の
論
理
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
偏
差
値
と
い
う
も
の
の
存
在
そ
の

も
の
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
承
認
す
る
方
向
で
の
表
明
が
そ
こ
に
見
い
出
せ
る
。
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2
、

回
［
効
用
否
定
］
型
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
回
答
者
1
7
名
中
、
記
入
者
9
名
）

0
0
6
　
男
　
七
年
　
［
効
用
否
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
偏
差
値
は
資
料
と
し
て
の
利
用
価
値
は
あ
る
が
、
学
習
本
来
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
方
法
を
何
一
つ
示
し
て
い
な
い
。
正
答
率
を
出
し
、

各
項
目
の
達
成
度
を
分
析
す
る
方
が
生
徒
各
自
の
た
め
に
は
よ
い
。
教
師
と
し
て
は
、
進
路
指
導
上
の
目
安
と
し
て
、
現
在
や
む
を
得

ず
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
偏
差
値
だ
け
で
は
進
路
は
決
め
ら
れ
な
い
。
個
人
の
適
性
や
技
能
を
考
え
る
こ
と
を

重
視
し
て
指
導
し
て
い
る
が
、
第
一
希
望
に
合
格
で
き
な
く
て
は
話
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
現
実
で
あ
る
。

■

日本の教員文化

0
5
5
　
男
　
一
二
年
　
［
効
用
否
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
難
し
い
テ
ー
マ
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。
受
験
競
争
の
実
態
は
、
ど
う
見
て
も
異
常
で
す
。

生
徒
の
成
長
が
最
も
著
し
い
時
期
に
、
人
間
的
な
連
帯
で
は
な
く
、
差
別
と
孤
立
を
強
い
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
。
現
実
と
し
て
は
、
業

者
テ
ス
ト
の
偏
差
値
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
が
、
こ
れ
も
、
今
の
学
校
教
育
制
度
下
で
の
差
別
、
選
別
機
構
が
必
然
的
に

結
果
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
、
政
府
が
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
「
教
育
改
革
」
な
る
も
の
が
、
さ
ら
に
そ
の
方
向

を
強
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
怒
り
を
感
じ
ま
す
。

0
8
9
女
一
〇
年
［
効
用
否
定
］
A
の
ん
び
り
］
（
［
忍
従
］
型
）

　
勉
強
を
さ
せ
る
こ
と
は
い
い
ん
だ
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
テ
ス
ト
が
多
く

（
業
者
テ
ス
ト
も
2
年
生
で
3
回
も
や
る
）
生
徒
た
ち
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に
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
い
る
状
況
で
す
。
教
師
も
教
科
の
指
導
、
部
活
の
指
導
は
す
る
も
の
の
、
学
力
が
つ
い
て
い
か
な
い
生
徒
の
指
導

は
、
忙
し
い
と
い
う
名
の
も
と
に
二
の
次
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
業
者
テ
ス
ト
が
、
返
っ
て
く
る
と
偏
差
値
の
よ
い
教
科
担
当
や

担
任
は
ほ
め
ら
れ
る
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
し
か
も
、
競
争
や
偏
差
値
を
疑
問
に
思
っ
て
る
教
師
は
少
数
派
な
の
で
、
反
対
し
て
も

通
じ
ず
（
無
関
心
な
教
師
も
多
い
）
い
ろ
い
ろ
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
の
多
い
学
校
だ
と
思
い
ま
す
。
は
っ
き
り
言
っ
て
生
徒
に
や
ら
せ

た
く
な
い
（
生
徒
の
た
め
に
よ
く
な
い
と
思
う
）
こ
と
を
全
体
の
決
定
だ
か
ら
と
や
ら
せ
る
の
は
と
て
も
苦
痛
で
す
。

0
2
7
　
男
　
七
年
　
［
効
用
否
定
］
・
［
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

　
競
争
や
偏
差
値
は
使
い
方
に
よ
っ
て
、
有
効
に
使
わ
れ
た
り
、
た
だ
の
数
値
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

師
・
親
・
生
徒
が
す
る
か
で
そ
れ
ら
の
有
効
性
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

問
題
は
、
ど
う
い
う
利
用
を
教

32

0
1
2
　
男
　
一
四
年
　
［
効
用
否
定
］
A
苦
悩
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
特
に
進
学
に
関
し
て
は
、
公
立
高
校
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
私
立
高
校
に
関
し
て
は
事
前
相
談
の
段
階
で
、
偏
差
値
を
と
く

に
要
求
さ
れ
、
そ
の
生
徒
自
身
の
人
間
的
な
も
の
が
評
価
さ
れ
な
い
で
、
決
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
現
在
の
競
争
と
い
う
も
の
は
、

す
べ
て
点
数
・
成
績
等
の
も
の
で
、
例
え
ば
、
英
語
の
［
5
］
の
評
定
と
美
術
の
［
5
］
の
評
定
と
ど
ち
ら
が
上
か
な
ど
と
比
較
し
て

い
る
様
な
も
の
で
お
か
し
い
も
の
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
背
後
に
い
る
親
た
ち
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
子
供
達
自
身
が
そ
う
い
う

意
義
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
も
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

0
1
7（
不
明
）
　
［
効
用
否
定
］
・
［
苦
悩
］
　
（
［
忍
従
］
型
）



　
1
．
2
年
生
の
う
ち
か
ら
業
者
テ
ス
ト
で
偏
差
値
を
出
し
た
が
る
親
や
教
師
が
ふ
え
て
き
た
の
で
こ
ま
っ
て
い
る
。
学
力
を
測
定
、

あ
る
い
は
、
集
団
の
中
で
ど
の
位
置
に
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
学
力
を
の
ば
す
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
大
切
な
こ
と
は
、

各
教
科
で
、
ど
こ
に
つ
か
え
の
原
因
が
あ
る
の
か
を
発
見
し
、
授
業
に
工
夫
を
加
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
。
偏
差
値
は
必
要
な
い
。

0
2
2
、
女
　
五
年
　
［
効
用
否
定
］
・
［
苦
悩
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
現
在
、
3
年
の
担
任
で
す
。
偏
差
値
に
左
右
さ
れ
て
る
の
は
子
供
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
今
の
ク
ラ
ス
で
も
、
3
～
4
人
は
母
親

の
方
が
、
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
よ
う
だ
。
目
安
に
は
し
て
も
、
振
り
回
さ
れ
た
く
は
な
い
も
の
だ
。
時
々
、
（
偏
差
値
に
）

振
り
回
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
自
分
が
い
や
に
な
る
。

0
7
7
　
男
　
一
四
年
　
［
効
用
否
定
］
・
［
苦
悩
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

適
正
な
進
路
選
択
を
社
会
的
か
つ
世
間
体
と
切
り
離
し
て
そ
の
子
自
身
が
自
由
に
で
き
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

高
校
に
行
け
な
い
子
を
な
く
し
、
高
校
に
行
か
な
い
子
が
ふ
え
て
も
よ
い
と
思
う
。

日本の教員文化

0
8
1
　
男
　
五
年
　
［
効
用
否
定
］
・
［
苦
悩
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
現
在
の
教
育
体
制
の
中
で
、
偏
差
値
教
育
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
一
人
だ
と
思
う
。
人
間
の
力
を
点
数
だ
け
で
判
断
す
る
よ
う
な
風

潮
が
あ
り
、
又
、
そ
れ
を
当
然
と
感
じ
て
い
る
教
師
も
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
特
に
社
会
科
に
お
い
て
は
、
生
き
た
新
し
い
知
識
と
世

の
中
へ
の
関
心
を
い
つ
も
持
ち
続
け
る
生
徒
を
育
て
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
点
数
1
点
に
こ
だ
わ
る
の
で
な
く
、
社
会
科
の
好
き
な

生
徒
を
一
人
で
も
多
く
育
て
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
。
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◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
記
入
者
は
9
名
で
前
項
よ
り
少
い
が
決
し
て
軽
視
で
き
な
い
表
明
が
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
次
の
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
ω
、
状
況
の
複
雑
さ
や
苦
し
さ
は
、
「
第
一
希
望
に
合
格
し
な
く
て
は
話
に
な
ら
な
い
」
（
0
0
6
）
、
「
ど
う
見
て
も
異
常
」
（
0
5
5
）
、

「
と
て
も
苦
痛
」
（
0
8
9
）
、
「
困
難
な
状
況
」
（
0
1
2
）
、
「
こ
ま
っ
て
い
る
」
（
0
1
7
）
、
「
自
分
が
い
や
に
な
る
」
（
0
2
2
）
、
な
ど

ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
表
明
さ
れ
て
お
り
、
前
項
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
よ
り
い
っ
そ
う
深
刻
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
＠
、
そ
の
中
で
、
偏
差
値
と
競
争
と
に
対
す
る
正
面
き
っ
た
批
判
で
出
て
く
る
。
「
学
習
本
来
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
方
法
を
何
一
つ

示
し
て
い
な
い
」
（
0
0
6
）
、
「
差
別
と
孤
立
を
強
い
ら
れ
る
」
（
0
5
5
）
、
「
偏
差
値
の
よ
い
教
科
担
当
や
担
任
は
ほ
め
ら
れ
る
と
い
う

雰
囲
気
が
あ
る
」
（
0
8
9
）
、
「
そ
の
生
徒
の
人
間
的
な
も
の
が
評
価
さ
れ
な
い
で
」
（
0
1
2
）
、
「
学
力
を
測
定
、
あ
る
い
は
、
集
団
の

中
で
ど
の
位
置
に
い
る
か
を
調
べ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
学
力
を
の
ば
す
も
の
で
は
な
い
…
…
偏
差
値
は
必
要
な
い
」
（
O
1
7
）
、
「
進
路

選
択
を
社
会
的
か
つ
世
間
体
と
切
り
離
し
て
」
（
0
7
7
）
、
「
点
数
－
点
に
こ
だ
わ
る
の
で
な
く
、
社
会
科
の
好
き
な
生
徒
を
一
人
で
も

多
く
」
（
0
8
1
）
、
な
ど
の
表
現
に
も
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
は
、
偏
差
値
の
本
質
的
弱
点
を
突
い
て
い
る
。

　
＠
、
こ
う
し
た
批
判
の
論
理
は
、
第
一
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
た
「
よ
り
上
位
の
教
育
理
念
の
提
示
」
と
一
見
似
て
い
る
よ
う
に
も
あ
る
が
、

そ
の
上
位
理
念
に
よ
っ
て
偏
差
値
の
存
在
を
つ
つ
み
込
も
う
と
す
る
（
第
一
グ
ル
ー
プ
）
の
か
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
（
第
ニ
グ
ル
ー

プ
）
の
か
、
の
点
で
決
定
的
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
⑭
、
こ
う
し
た
偏
差
値
と
競
争
と
に
対
す
る
論
理
を
も
っ
た
正
面
か
ら
の
批
判
を
展
開
し
て
い
る
人
の
中
に
、
自
分
は
少
数
派
と
い
う

自
覚
を
も
っ
て
い
た
り
、
現
在
の
教
育
政
策
に
対
す
る
批
判
を
表
明
す
る
人
が
い
る
（
0
5
5
、
0
8
9
、
0
1
7
、
0
8
1
な
ど
）
。
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3
、
困

［
実
感
的
否
定
］
型
グ
ル
ー
プ

　
（
回
答
者
2
3
名
中
、
記
入
者
1
2
名
）

0
0
9
　
男
　
五
年
　
［
実
感
的
否
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
「
偏
差
値
が
す
べ
て
」
と
い
う
考
え
方
に
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
現
在
の
入
試
制
度
に
お
い
て
、
志
望
校
の
合
格
の
可
能
性
を
知
る

に
は
、
こ
の
偏
差
値
が
大
き
な
も
の
さ
し
と
な
っ
て
い
る
。
も
の
さ
し
と
し
て
こ
の
偏
差
値
を
考
え
、
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

生
徒
が
自
分
の
将
来
を
考
え
、
せ
め
て
高
校
で
何
を
し
た
い
か
を
考
え
、
目
標
を
も
っ
た
進
路
を
え
ら
べ
る
こ
と
が
一
番
大
切
な
の
だ

と
思
う
。
そ
の
時
「
で
は
、
そ
の
高
校
の
合
格
可
能
性
は
？
」
と
い
う
こ
と
で
利
用
す
る
の
が
偏
差
値
で
あ
る
と
思
う
。
偏
差
値
が
先

で
な
く
、
な
に
を
し
た
い
か
が
先
で
あ
ら
ね
ば
い
け
な
い
。
偏
差
値
も
、
競
争
も
、
そ
れ
を
ど
う
使
う
か
、
ど
う
生
か
す
か
が
、
悪
に

な
る
か
、
善
に
な
る
か
の
わ
か
れ
め
だ
と
思
う
。
今
、
偏
差
値
は
悪
で
あ
る
よ
う
な
考
え
が
多
い
と
思
う
が
、
そ
の
こ
と
に
は
、
私
目

身
納
得
し
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

日本の教員文化

O
l
l
男
三
九
年
［
実
感
的
否
定
∵
［
の
ん
び
り
］
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
現
況
で
は
私
学
が
偏
差
O
O
以
上
の
生
徒
と
、
指
定
し
て
く
る
。
困
っ
た
問
題
で
す
。

る
。
も
っ
と
、
の
ん
び
り
し
た
学
校
生
活
を
送
ら
せ
た
い
も
の
で
す
ね
。

0
2
1
男
一
二
年
［
実
感
的
否
定
］
∴
の
ん
び
り
］
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
偏
差
値
の
内
容
（
正
規
分
布
曲
線
の
表
れ
る
場
合
ま
た
は
そ
う
で
な
い
場
合
等
）

公
立
に
お
い
て
も
若
干
要
求
す
る
学
校
が
あ

を
十
分
把
握
し
て
、
そ
れ
を
ー
つ
の
学
力
の
参
考
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資
料
と
し
て
利
用
す
る
の
が
良
い
と
思
う
が
、
現
在
の
学
校
現
場
で
は
、
や
や
S
S
の
重
視
し
す
ぎ
の
場
面
が
多
い
。

の
全
体
の
入
試
改
革
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
今
後
こ
の
傾
向
が
続
く
と
思
い
ま
す
。

大
学
教
育
か
ら

0
6
0
　
女
　
一
一
年
　
［
実
感
的
否
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

　
偏
差
値
は
学
力
の
低
い
生
徒
に
と
っ
て
は
残
酷
な
も
の
で
あ
る
。
受
験
の
際
、
私
立
単
願
で
な
け
れ
ば
高
校
に
入
れ
な
い
、
と
い
う

よ
う
な
生
徒
は
偏
差
値
1
・
2
を
上
げ
る
の
に
必
死
で
あ
る
。
私
立
高
校
と
の
事
前
相
談
で
は
業
者
テ
ス
ト
の
結
果
が
主
に
な
る
た
め
、

偏
差
値
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
な
ど
と
は
言
え
な
い
。
な
ん
の
為
の
勉
強
か
、
と
の
問
い
に
3
年
生
と
も
な
る
と
偏
差
値
を
上
げ
る
た
め
に

と
答
え
る
子
も
い
る
が
、
現
在
の
受
験
態
勢
に
お
い
て
は
こ
れ
が
本
音
か
も
し
れ
な
い
。
親
も
教
師
も
子
供
も
本
来
の
偏
差
値
の
意
味
、

利
点
を
考
え
る
ゆ
と
り
も
な
く
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
感
が
強
い
。

36

0
7
2
男
一
六
年
［
実
感
的
否
定
］
∴
の
ん
び
り
］
（
［
い
や
け
］
型
）

　
現
在
は
偏
差
値
、
等
に
か
た
よ
り
す
ぎ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
正
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

0
7
8
　
男
　
四
年
　
［
実
感
的
否
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
現
在
の
入
試
制
度
を
抜
本
的
に
改
革
し
な
け
れ
ば
残
念
な
が
ら
偏
差
値
重
視
の
進
路
指
導
が
続
く
。

に
負
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
そ
こ
か
ら
は
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
人
格
は
育
て
に
く
く
な
る
。

そ
し
て
、
過
度
の
競
争
を
生
徒

0
3
8女　
五
年
　
［
実
感
的
否
定
］
・
［
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）



　
中
学
校
の
現
場
に
い
る
教
師
に
と
っ
て
、
偏
差
値
の
魔
力
は
、
恐
怖
で
あ
る
。
無
く
し
た
い
と
い
う
願
望
を
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

ほ
ど
の
現
在
の
体
制
と
、
日
々
内
面
的
に
闘
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
受
け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
、
苦
痛
が
増
し
て
く
る
。
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
受
け
入

れ
側
の
高
校
教
師
に
し
な
い
の
で
す
か
？

0
4
5
　
男
　
三
年
　
［
実
感
的
否
定
］
∴
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

　
お
互
い
が
伸
び
る
よ
う
に
競
争
す
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
相
手
を
け
落
と
す
た
め
な
ら
競
争
は
み
ん
な
を
ば
ら
ば

ら
に
す
る
。
偏
差
値
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
資
料
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
そ
の
人
の
価
値
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で
は
な
い
。

日本の教員文化

0
6
7
男
二
年
［
実
感
的
否
定
∵
［
ま
だ
ま
だ
］
（
［
い
や
け
］
型
）

　
l
l
／
1
4
　
P
M
1
：
0
0
　
目
の
前
で
今
、
生
徒
た
ち
は
、
最
後
の
北
辰
テ
ス
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
見
て
い
て
な
ん
と

な
く
寒
々
し
く
寂
し
い
感
じ
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
で
志
望
校
が
ほ
ぼ
決
定
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
生
徒
も
必
死

で
す
。
な
か
に
は
、
不
正
行
為
を
す
る
輩
も
で
て
き
ま
す
。
私
も
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
生
徒
の
志
望
校
を
考
え
る
の
に
、
偏
差
値
を
参

考
に
し
ま
し
た
。
偏
差
値
は
生
徒
た
ち
を
区
切
る
の
に
大
変
便
利
な
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
本
当
に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
教
育

と
は
離
れ
た
世
界
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
偏
差
値
が
本
来
持
っ
て
い
る
意
味
を
失
い
、
1
人
歩
き
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
偏
差
値
だ
け
で
生
徒
の
全
人
格
を
評
価
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
恐
ろ
し
い
で
す
。
現
在
目
分
の
や
っ
て
い

る
仕
事
が
、
機
械
的
に
学
生
の
頃
思
っ
て
い
た
こ
と
と
違
い
、
と
ま
ど
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。
あ
ー
や
だ
や
だ
！
！
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0
7
1
　
男
　
四
年
　
［
実
感
的
否
定
∵
［
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
熱
心
］
型
）

　
人
間
は
偏
差
値
で
ど
う
こ
う
な
る
も
の
で
な
く
、
ハ
ー
ト
（
心
）
で
人
間
の
よ
さ
を
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
S
S
が
高
く
て
も
、
気

持
が
な
い
子
は
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て
何
の
プ
ラ
ス
に
も
な
ら
な
い
と
思
う
。
偏
差
値
で
左
右
さ
れ
る
社
会
で
な
く
、
ハ
ー
ト
で
決

ま
る
世
の
中
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

0
4
9
　
男
　
二
七
年
　
［
実
感
的
否
定
］
∴
苦
悩
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

協
力
・
思
い
や
り
・
な
ど
の
教
育
目
標
と
競
争
（
他
人
を
蹴
落
と
す
）
と
の
矛
盾
を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
方
法
が
知
り
た
い
。

で
の
経
済
的
生
活
で
は
後
者
の
理
念
が
通
用
し
て
い
る
よ
う
だ
が
。
受
験
（
進
学
）
指
導
は
差
別
・
分
別
教
育
で
あ
る
。

社
会
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0
6
3
　
女
　
一
三
年
　
［
実
感
的
否
定
］
・
［
苦
悩
］

　
埼
玉
県
の
入
試
制
度
を
あ
ら
た
め
る
べ
き
と
思
う
。

（［

な
し
］
型
）

偏
差
値
で
高
校
側
か
ら
動
か
さ
れ
て
い
る
中
学
校
の
現
場
は
正
常
で
な
い
。

◇

◇

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
一
二
の
記
入
は
、
全
て
偏
差
値
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
第
一
グ
ル
ー
プ
と
対
照
的
で
あ
り
、
ま
た

第
ニ
グ
ル
ー
プ
と
重
っ
て
い
る
、
い
や
全
員
が
批
判
的
で
あ
る
点
で
は
第
ニ
グ
ル
ー
プ
以
上
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
批
判

の
性
格
の
面
で
第
ニ
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
特
徴
が
あ
る
。

　
ω
、
そ
の
批
判
は
、
現
場
の
実
態
に
即
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
実
感
と
し
て
の
つ
ぶ
や
き
、
ぐ
ち
に
近
く
、
必
ず
し
も
批
判
論
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

組
み
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
「
せ
め
て
高
校
で
何
を
し
た
い
か
を
考
え
」
（
0
0
9
）
、
「
困
っ
た
問
題
…
…
も
っ
と
、
の
ん
び
り
し
た



…
」
（
0
1
1
）
、
「
や
や
S
S
の
重
視
し
す
ぎ
の
場
面
が
多
い
」
（
0
2
1
）
、
「
残
酷
な
も
の
…
…
必
然
で
あ
る
…
…
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て

い
る
」
（
0
7
2
）
、
「
か
た
よ
り
す
ぎ
て
い
る
傾
向
」
（
0
7
2
）
、
「
残
念
な
が
ら
…
…
」
（
0
7
8
）
、
「
偏
差
値
の
魔
力
は
、
恐
怖
で
あ

る
…
…
苦
痛
が
増
し
て
く
る
」
（
0
3
8
）
、
「
な
ん
と
な
く
寒
々
し
く
寂
し
い
…
…
こ
れ
で
本
当
に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
…
…
恐
ろ
し
い

で
す
…
…
あ
ー
や
だ
や
だ
！
！
」
（
0
6
7
）
、
「
ハ
ー
ト
で
決
ま
る
世
の
中
を
」
（
0
7
1
）
、
な
ど
。

　
＠
、
こ
の
よ
う
な
実
感
レ
ベ
ル
の
表
出
は
も
ち
ろ
ん
第
ニ
グ
ル
ー
プ
に
も
あ
り
、
ま
た
第
一
グ
ル
ー
プ
に
も
」
脈
通
じ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
第
三
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
が
典
型
的
に
強
く
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
第
ニ
グ
ル
ー
プ
に
あ
っ
た
「
少
数
派
」
意
識
で
な
く
、
む
し
ろ
多

数
派
意
識
が
み
ら
れ
る
。
多
数
が
こ
う
い
う
実
感
を
も
ち
、
反
問
し
な
が
ら
、
し
か
し
行
動
と
し
て
は
現
在
の
競
争
・
偏
差
値
体
制
に
従

わ
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
状
況
が
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

4
　、

目
［
効
用
肯
定
］
型
グ
ル
ー
プ

　
　
　
（
回
答
者
2
6
名
中
、
記
入
者
1
1
名
）

日本の教員文化

0
2
3
男
七
年
［
効
用
肯
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
（
［
い
や
け
］
型
）

　
競
争
は
、
自
分
自
身
を
み
が
く
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
重
要
で
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
強
迫
観
念
を
与
え
て

は
な
ら
な
い
。
競
争
・
偏
差
値
に
対
し
て
優
位
に
立
ち
、
自
分
を
み
が
く
材
料
と
し
て
だ
け
使
え
る
よ
う
な
人
間
を
育
て
ら
れ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
一
生
懸
命
努
力
し
た
の
な
ら
、
偏
差
値
が
悪
く
て
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
欲
し
い
。
大
学
が
多
す
ぎ
る
。
1
0
分

の
ー
ぐ
ら
い
に
す
る
か
ア
メ
リ
カ
型
に
す
べ
き
だ
と
思
う
。
非
常
に
お
も
し
ろ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
と
思
っ
た
。
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0
8
0
　
男
　
一
〇
年
　
［
効
用
肯
定
］
・
［
の
ん
び
り
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

　
偏
差
値
で
人
間
を
き
め
る
と
い
わ
れ
る
が
、
現
場
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

る
材
料
な
ん
か
に
使
っ
て
い
な
い
。

学
力
の
目
安
と
し
て
は
見
る
が
、
人
間
を
判
断
す

0
0
2
　
男
　
七
年
　
［
効
用
肯
定
∵
［
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
熱
心
］
型
）

　
競
争
は
あ
く
ま
で
本
人
の
中
の
自
分
と
の
競
争
で
あ
っ
て
他
と
の
競
争
を
強
い
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
偏
差
値
教
育
へ
の
非
難
は
、

高
校
側
の
受
け
入
れ
体
制
に
問
題
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
中
学
校
側
の
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
生
徒
が
入
学
し
た
い
希
望
を
持
っ

た
場
合
受
け
い
れ
る
高
校
側
が
偏
差
値
を
基
準
に
入
学
さ
せ
れ
ば
、
そ
う
指
導
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
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0
1
3
　
男
　
五
年
　
［
効
用
肯
定
］
・
［
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
一
教
師
の
主
観
的
な
貧
弱
の
テ
ス
ト
で
は
自
分
が
県
や
周
辺
の
学
校
の
生
徒
の
レ
ベ
ル
の
ど
の
位
の
位
置
に
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な

い
。
そ
の
道
で
専
門
的
に
研
究
し
、
客
観
的
な
テ
ス
ト
を
作
っ
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て
正
確
な
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
、
本
人
、
親
、

教
師
の
3
者
会
議
の
資
料
に
し
な
け
れ
ば
納
得
出
来
る
進
路
指
導
は
出
来
な
い
。
現
場
が
求
め
て
い
る
最
後
の
門
は
こ
こ
で
あ
る
。
真

面
目
な
教
師
、
学
校
ほ
ど
こ
の
問
題
に
真
剣
で
あ
る
。

0
2
8
　
男
　
六
年
　
［
効
用
肯
定
］
・
［
ま
だ
ま
だ
］
　
（
［
熱
心
］
型
）

　
私
立
高
校
側
で
一
番
あ
て
に
さ
れ
て
い
る
成
績
が
業
者
テ
ス
ト
の
結
果
出
て
く
る
偏
差
値
で
あ
る
。
そ
の
た
め
中
学
校
側
と
し
て
偏

差
値
を
気
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
本
来
な
ら
生
徒
の
希
望
を
適
え
る
た
め
に
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
、
マ
ス
コ
ミ
等



に
よ
っ
て
多
少
ゆ
が
め
ら
れ
、
あ
お
り
た
て
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
感
じ
る
。
生
徒
数
に
対
す
る
高
校
の
受
け
皿
が
少
な
い
現
状

と
し
て
、
現
在
の
受
験
体
制
は
変
え
ら
れ
る
も
の
で
な
い
と
思
う
。
（
決
し
て
よ
い
体
制
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
）
。

0
5
2
男
一
三
年
［
効
用
肯
定
］
∴
ま
だ
ま
だ
］
（
［
こ
な
し
］
型
）

　
問
の
書
き
込
み
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

　
①
励
ま
し
合
い
を
伴
う
競
争
は
必
要
だ
。
そ
う
い
う
集
団
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②
へ
ん
さ
値
で
人
を
並
べ
た
り
す
る
の
は
人
間
存
在
に
対
す
る
冒
漬
だ
。
合
格
可
能
性
の
判
定
の
た
め
に
（
そ
の
た
め
だ
け
に
）

入
試
近
く
に
な
っ
て
へ
ん
さ
値
を
い
い
い
み
で
活
用
す
る
の
は
必
要
で
も
あ
り
、
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
教
師
・
生
徒
・
親
の

意
識
の
中
で
そ
れ
が
人
間
の
評
価
の
す
べ
て
で
あ
る
か
の
よ
う
な
扱
わ
れ
方
（
口
で
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
っ
て
も
実
態
は
ど
う
だ
ろ

う
か
？
）
を
さ
れ
る
の
が
大
問
題
だ
。

日本の教員文化

0
7
3
男
九
年
［
効
用
肯
定
］
・
［
ま
だ
ま
だ
］
（
［
忍
従
］
型
）

　
い
ず
れ
と
も
、
そ
の
長
所
に
目
を
向
け
て
、
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
高
校
受
験
に
お
け
る
業
者
テ
ス
ト
の
偏
差
値
に
つ

い
て
は
あ
る
程
度
利
用
す
る
し
か
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ
高
校
に
う
ま
く
合
格
で
き
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
あ
る
程

度
は
、
学
力
に
よ
っ
て
高
校
を
し
ぼ
っ
て
あ
げ
る
た
め
に
は
必
要
な
も
の
だ
と
思
う
。

O
1
6
女
二
四
年
［
効
用
肯
定
∵
［
し
ぼ
り
］
（
［
い
や
け
］
型
）

競
争
や
偏
差
値
は
、
言
葉
と
し
て
は
、
好
ま
な
い
が
、
現
在
の
社
会
で
は
、

あ
る
程
度
し
か
た
が
な
い
と
思
う
。
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0
3
0
男
八
年
［
効
用
肯
定
］
A
し
ぼ
り
］
（
［
忍
従
］
型
）

　
人
間
は
本
来
、
競
争
し
な
が
ら
お
互
い
に
向
上
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
、
他
人
に
競
争
さ
せ
ら
れ
た
り
、
生
徒
を
競
争
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
自
分
目
身
で
競
争
す
べ
き
で
あ
る
。
偏
差
値
に
つ
い
て
も
絶
対
だ
と
は
思
わ
な
い
が
今
の
状
況
の
中
で
は
や
む

を
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
校
受
験
に
つ
い
て
も
大
学
入
試
と
同
じ
よ
う
に
行
う
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

0
5
0
　
男
　
三
七
年
　
［
効
用
肯
定
］
∴
し
ぼ
り
］
　
（
［
忍
従
］
型
）

　
進
路
指
導
に
偏
差
値
利
用
は
価
値
あ
る
も
の
と
認
め
る
が
あ
ま
り
に
も
一
辺
倒
で
あ
る
。
是
非
行
動
面
道
徳
面
も
半
分
評
価
す
る
方

法
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
教
育
基
本
法
の
「
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
…
…
」
の
精
神
に
も
と
る
も
の
と
思
う
。
（
行

動
面
道
徳
面
が
進
路
に
重
要
な
位
置
づ
け
が
さ
れ
れ
ば
現
代
子
の
生
徒
は
本
当
の
意
味
で
の
良
識
を
備
え
心
身
共
に
健
康
な
人
間
と
な

る
と
思
う
。
）
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0
7
9
女
七
年
［
効
用
肯
定
］
∴
苦
悩
］
（
［
熱
心
〕
型
）

　
私
立
学
校
の
偏
差
値
を
基
準
と
し
た
（
単
願
）
（
併
願
）
（
特
待
）
制
度
に
よ
り
、
安
全
性
（
合
格
）
は
高
ま
る
が
、
生
徒
が
目
由
に

試
験
を
受
け
て
進
路
を
決
定
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
そ
の
為
の
教
師
の
説
明
会
参
加
、
事
前
相
談
な
ど
、
本
来
の
進
路
指
導
と
は

思
え
な
い
と
こ
ろ
に
時
闇
を
さ
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
　
一
方
、
生
徒
の
希
望
優
先
を
考
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
「
希
望
」
は
、
「
偏
差

値
の
少
し
で
も
高
い
学
校
に
入
り
た
い
」
で
あ
り
、
問
題
が
あ
る
。
進
路
指
導
と
は
い
っ
て
も
、
3
年
の
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
進
学

希
望
者
を
ど
う
に
か
し
て
無
事
ど
こ
か
の
学
校
へ
合
格
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
偏
差
値
に
よ
る
振
り
分
け
に
な
っ
て
い
る
の
は
否
め
な



い
。

教
師
は
そ
の
た
め
に
非
常
に
忙
し
い
思
い
を
し
て
い
る
が
、
充
実
感
よ
り
む
な
し
さ
を
感
じ
る
。

白本の教員文化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
前
の
3
グ
ル
ー
プ
で
は
い
ず
れ
も
、
回
答
者
中
の
半
数
を
少
し
越
え
る
教
師
た
ち
が
目
由
記
入
に
応
じ
て
い
た
が
、
こ
の
第
四
グ
ル
ー

プ
だ
け
は
半
数
を
下
回
る
一
一
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
記
入
の
内
容
上
の
特
徴
は
次
の
点
で
あ
る
。

　
ω
、
こ
こ
で
も
前
3
グ
ル
ー
プ
と
共
通
の
矛
盾
や
苦
し
さ
の
表
明
は
あ
る
。
「
充
実
感
よ
り
む
な
し
さ
」
（
0
7
9
）
、
「
決
し
て
よ
い
体

制
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
」
（
0
2
8
）
、
「
あ
ま
り
に
も
一
辺
倒
で
あ
る
」
（
0
5
0
）
、
な
ど
。
し
か
し
、
そ
の
数
は
少
い
し
、
第
三
グ

ル
ー
プ
と
対
象
的
な
ほ
ど
そ
れ
が
弱
い
と
言
っ
て
よ
い
。

　
＠
、
逆
に
今
の
競
争
と
偏
差
値
と
を
そ
の
も
の
と
し
て
積
極
的
に
肯
定
す
る
表
明
が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
強
く
押
し
出
さ
れ
て
い

る
。
「
競
争
は
、
自
分
自
身
を
み
が
く
」
（
0
2
3
）
、
「
真
面
目
な
教
師
、
学
校
ほ
ど
こ
の
問
題
（
正
確
な
デ
ー
タ
）
に
真
剣
で
あ
る
」

（
0
1
3
）
、
「
中
学
校
側
と
し
て
偏
差
値
を
気
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
」
（
0
2
8
）
、
「
励
ま
し
合
い
を
伴
う
競
争
は
必
要
…
…
へ

ん
さ
値
を
い
い
い
み
で
活
用
す
る
の
は
必
要
で
も
あ
り
、
大
変
良
い
こ
と
」
（
0
5
2
）
、
「
そ
の
長
所
に
目
を
向
け
て
…
…
利
用
す
る
し

か
な
い
」
（
0
7
3
）
、
「
言
葉
と
し
て
は
、
好
ま
な
い
が
、
…
…
あ
る
程
度
し
か
た
が
な
い
」
（
0
1
6
）
、
「
競
争
し
な
が
ら
お
互
い
に
向

上
…
…
偏
差
値
に
つ
い
て
も
…
…
や
む
を
え
な
い
」
（
0
3
0
）
、
「
進
路
指
導
に
偏
差
値
利
用
は
価
値
あ
る
も
の
」
（
0
5
0
）
、
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
む
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
の
、
第
一
グ
ル
ー
プ
と
か
な
り
重
っ
て
お
り
、
状
況
説
明
に
よ
る
弁
明
的
理
由
づ
け
、
ま
た
よ
り
上
位
の
教
育
理
念
の
提
示
に
よ
る
正

当
化
も
あ
る
。
そ
こ
に
比
較
し
て
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
実
感
レ
ベ
ル
の
苦
し
さ
表
明
の
少
さ
・
弱
さ
の
た
め
に
あ
る
、
肯
定
表
明
の

歯
切
れ
の
よ
さ
で
あ
る
。
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図47　（修正版）『偏差値』観の構造

　　　　　　　　　u軸

1
軸

「
立

偏
差

畳ム

」

値
へ

の
回「立論・効用否定」型 立 困「立論・実感肯定」 型

ち

向
か

い

偏差値評価

「否定」 「出｛疋』

困「実感的否定」型 目「効用肯定」型

「

非

立
論
」

　
以
上
、
四
つ
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
検
討
し
て

き
た
。
実
は
、
教
職
観
、
ま
た
「
競
争
」
観
に
つ

い
て
も
右
と
同
様
の
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
て
み
た

が
、
自
由
記
入
の
内
容
と
の
関
係
で
、
「
偏
差
値
」

観
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
分
岐
と
特
徴
を
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
言
及
し

て
い
な
い
。
記
入
内
容
が
偏
差
値
問
題
に
強
く
偏

っ
て
い
た
か
ら
そ
う
な
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

“
偏
差
値
”
と
い
っ
た
よ
り
具
体
的
レ
ベ
ル
の
問

題
を
通
し
た
多
変
量
解
析
に
、
彼
ら
の
日
常
意
識

と
の
相
関
が
よ
り
強
く
出
る
の
か
、
こ
こ
で
は
即

断
で
き
な
い
。

　
統
計
的
操
作
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
基
準
で
4
グ

ル
ー
プ
を
分
け
、
そ
れ
を
も
と
に
考
え
る
こ
と
に

ど
れ
だ
け
の
妥
当
性
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
疑
問

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で

の
そ
う
し
た
検
討
か
ら
言
え
る
こ
と
を
考
え
よ
う
。
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右
の
検
討
で
、
全
て
の
グ
ル
ー
プ
に
多
か
れ
少
な
か
れ
共
通
に
み
ら
れ
た
の
は
、
中
学
校
に
お
け
る
競
争
・
偏
差
値
を
め
ぐ
る
錯
そ
う
し

た
矛
盾
状
況
と
、
そ
の
中
で
の
教
師
た
ち
の
苦
労
・
苦
悶
・
嘆
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
苦
労
・
嘆
き
を
集
中
的
に
強
く
実
感
と
し
て

表
明
し
て
い
た
の
は
第
三
グ
ル
ー
プ
〔
実
感
的
否
定
〕
型
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
記
入
内
容
と
型
の
命
名
と
は
、
は
か
ら
ず
も
一

致
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
実
感
を
土
台
に
論
を
立
て
て
（
少
数
派
や
政
策
批
判
意
識
も
伴
い
つ
つ
）
こ
の
競
争
・
偏
差
値
へ
の
批
判

を
表
明
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
は
第
ニ
グ
ル
ー
プ
〔
効
用
否
定
〕
型
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
こ
で
は
型
の
名
と
記
入
内
容
は
当
っ
て
い
る

面
と
ズ
レ
て
い
る
面
と
が
あ
る
。
も
し
、
自
由
記
入
に
即
し
て
言
え
ば
、
「
立
論
・
効
用
否
定
」
型
が
当
る
か
と
考
え
る
。

　
第
一
グ
ル
ー
プ
は
、
実
感
レ
ベ
ル
で
の
苦
労
・
嘆
き
は
共
有
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
支
配
的
現
実
を
結
果
と
し
て
は
肯
定
す
る
方
向
に

「
偏
差
値
」
評
価
の
論
を
立
て
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
〔
実
感
的
否
定
〕
型
の
名
は
、
や
は
り
当
っ
て
い
る
面
と
ズ
レ
て
い
る
面
と
が
あ

る
。
第
四
グ
ル
ー
プ
は
、
実
感
レ
ベ
ル
で
の
苦
労
・
嘆
き
が
4
グ
ル
ー
プ
中
最
も
弱
く
、
し
た
が
っ
て
競
争
・
偏
差
値
の
肯
定
に
歯
切
れ

が
い
い
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
偏
差
値
を
実
感
レ
ベ
ル
で
否
定
す
る
（
第
三
グ
ル
ー
プ
）
こ
と
は
、
ま
さ
に
実
感
レ
ベ
ル

で
可
能
で
あ
り
、
ま
た
偏
差
値
を
効
用
レ
ベ
ル
で
肯
定
す
る
（
第
四
グ
ル
ー
プ
）
こ
と
も
ま
さ
に
効
用
論
そ
の
も
の
と
し
て
可
能
で
あ
る
。

逆
に
、
実
感
レ
ベ
ル
で
肯
定
し
よ
う
（
第
一
グ
ル
ー
プ
）
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
難
し
く
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
理
念
や
立
論
の

介
在
を
必
要
と
し
て
い
る
。
同
様
に
、
効
用
レ
ベ
ル
で
否
定
す
る
（
第
ニ
グ
ル
ー
プ
）
に
は
そ
れ
な
り
の
理
念
と
立
論
の
介
在
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
、
と
理
解
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
自
由
記
入
か
ら
逆
に
つ
く
ら
れ
た
4
類
型
は
、
図
4
7
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
先
の
表
5
4
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
ウ
ェ
イ
ト
表

で
、
そ
の
解
釈
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
■
軸
は
、
偏
差
値
を
と
ら
え
る
場
合
、
実
感
な
い
し
効
用
レ
ベ
ル
で
そ
の
ま
ま
と
ら
え
る

の
か
、
こ
れ
に
論
を
立
て
て
あ
る
い
は
理
念
を
介
在
さ
せ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
立
ち
向
か
う
か
、
を
分
か
つ
軸
で
あ
る
、
と
い
う
形
に
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
な
回
り
道
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
自
由
記
入
を
そ
の
ま
ま
検
討
素
材
に
す
れ
ば
、
と
の
批
判
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
第
二
と
第
三
グ
ル
ー
プ
の
比
較
に
お
け
る
「
立
論
と
実
感
」
、
ま
た
第
一
と
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
比
較
に
お
け

る
「
同
じ
立
論
（
現
状
の
矛
盾
指
摘
や
上
位
理
念
か
ら
の
説
明
）
が
、
一
方
が
結
局
肯
定
方
向
に
、
他
方
が
否
定
方
向
に
つ
な
が
る
」
、

と
い
っ
た
よ
う
な
微
妙
に
し
て
重
要
な
区
別
は
、
た
だ
自
由
記
入
を
読
ん
だ
の
で
は
見
い
出
し
切
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
こ
の

よ
う
な
回
り
道
に
今
は
一
定
の
意
味
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
こ
こ
で
析
出
さ
れ
た
二
つ
の
軸
と
四
つ
の
型
と
は
、
前
の
調
査
（
本
連
載
の
「
そ
の
ー
」
）
で
見
い
出
さ
れ
た
も
の
と
（
こ
の
連
載
で
は
ま
だ

報
告
の
機
会
を
得
て
い
な
い
が
）
、
ほ
と
ん
ど
全
く
同
じ
で
あ
る
。
久
冨
編
著
『
教
員
文
化
の
社
会
学
』
（
多
賀
出
版
、
一
九
八
八
）
七
〇
～
七
七
頁

　
を
参
照
。
こ
の
軸
は
、
い
さ
さ
か
の
安
定
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
1
2
）
　
同
右
、
七
四
頁
。

（
1
3
）
　
拙
著
『
競
争
の
教
育
』
（
労
働
旬
報
社
、
一
九
九
三
）
、
五
五
～
六
六
頁
参
照
。

（
1
4
）
　
同
右
。

（
1
5
）
　
こ
こ
か
ら
、
教
師
た
ち
の
「
燃
え
尽
き
（
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
）
」
に
つ
い
て
の
検
討
と
調
査
に
進
ん
で
き
た
。
こ
の
連
載
の
後
段
で
報
告
し
た
い
。
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